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埼経協ニュース410号

三
月
十
三
日
㈬
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か

ら
幹
事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
は
、
理
事
二
一
名
と
監
事
二

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
事
務
局
よ
り

三
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

報
告
事
項
に
つ
い
て
も
事
務
局
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

理
事
会
議
案
・
報
告
事
項
は
次
の
通
り
。

（
議
案
）

一
�
2
0
1
9
年
度
事
業
計
画

二
�
2
0
1
9
年
度
収
支
予
算

三
�
常
勤
理
事
の
2
0
1
9
年
度
報
酬

額
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

一
�
人
事
異
動
に
伴
い
後
任
の
理
事
・

副
会
長
選
任
の
み
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
き
た
理
事
会
・
総
会（
臨

時
総
会
）
の
中
止
と
こ
れ
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て

二
�
事
務
局
報
告

続
い
て
、
幹
事
会
が
理
事
二
一
名
、

監
事
二
名
、
名
誉
会
長
一
名
、
常
任
幹

事
・
幹
事
二
七
名
の
五
一
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
理
事
会
に
提
案
さ
れ
た
三
議
案

と
報
告
事
項
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
教
授

鶴

光
太
郎

氏
よ
り
、「
性
格
ス
キ
ル
〜
人
生
を
決

め
る
5
つ
の
能
力
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

鶴

光
太
郎（

つ
る
こ
う
た
ろ
う
）
氏

□
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科

1
9
8

4
年
卒
業
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科

1
9
9
1
年

経
済
学
修
士
号
取
得
、
2
0
0
3
年
経

済
学
博
士
号
（D.Phil.

）
取
得
。

□
1
9
8
4
〜
95
年

経
済
企
画
庁
、

1
9
9
5
〜
2
0
0
0
年

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

経
済
総
局
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
2
0
0
0

〜
01
年

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
研
究

員
、
2
0
0
1
〜
12
年

�独
経
済
産
業

研
究
所
上
席
研
究
員
、
2
0
1
2
年
よ

り
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科

教
授
。

□
専
門
領
域
�
比
較
制
度
分
析
、
企
業

統
治
、
雇
用
シ
ス
テ
ム

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’19 月号

日本経団連 埼玉

講演する
慶應義塾大学大学院
商学研究科教授
鶴 光太郎氏

質問をする阿久根 謙司副会長

理事会

幹事会開会挨拶
上條 正仁会長

〜
平
成
三
十
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
を
開
催
〜

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
等
、
満
場
一
致
で
承
認

質問をする伊藤 麻美副会長幹事会

4・5
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□
主
要
著
書
�
『
人
材
覚
醒
経
済
』（
2

0
1
6
年

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

〈
第
60
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
、

第
40
回
労
働
関
係
図
書
優
秀
賞
、
平
成

29
年
度
義
塾
賞
受
賞
〉、『
最
低
賃
金
改

革
―
日
本
の
働
き
方
を
い
か
に
変
え
る

か
』（
共
編
著
、
2
0
1
3
年

日
本

評
論
社
）
他
多
数
。

事
業
環
境
と
基
本
方
針

2
0
1
9
年
度
の
日
本
経
済
は
、
消

費
増
税
の
影
響
を
相
殺
し
得
る
規
模
で

の
財
政
支
出
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

戦
後
最
長
を
更
新
し
引
き
続
き
景
気
回

復
基
調
が
維
持
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

一
方
、
貿
易
摩
擦
に
と
ど
ま
ら
ず
米
中

冷
戦
構
造
が
続
く
公
算
が
大
き
い
こ
と
、

中
国
経
済
・
欧
州
経
済
の
成
長
鈍
化
な

ど
海
外
経
済
を
中
心
に
下
振
れ
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
既
に
企
業
収

益
面
に
も
悪
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
業
環
境
の
下
、
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
課
題
は
、
働
き
方
改
革

の
さ
ら
な
る
推
進
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

等
の
活
用
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
多
様
な

Ｏ
ｆ
ｆ‐

Ｊ
Ｔ
な
ど
社
員
の
自
己
啓
発

支
援
策
の
充
実
、
健
康
経
営
の
さ
ら
な

る
推
進
、
労
働
時
間
に
関
す
る
法
改
正

へ
の
対
応
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関

す
る
法
改
正
へ
の
対
応
、
仕
事
と
生
活

の
両
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
等
々
、

広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、経
団
連
2
0
1
9
年
度
版「
経

営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告
」
で
は
、

『
働
き
が
い
向
上
』
を
主
要
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
。
本
会
で
は
約
10
年
に
わ
た
り
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
全
面
支
援
を
受
け
、
ま
た

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
連
合
埼
玉
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
働
き
が
い
向

上
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
を
続
け

て
き
た
。
上
記
の
通
り
経
団
連
の
テ
ー

マ
に
な
っ
た
こ
と
等
を
フ
ォ
ロ
ー
ウ
イ

ン
ド
に
、
働
き
が
い
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

一
方
、
本
会
の
財
務
状
況
に
目
を
転

じ
れ
ば
、
経
営
全
体
の
運
営
に
今
す
ぐ

支
障
が
生
じ
る
状
況
に
は
な
い
も
の
の
、

2
0
1
8
年
度
も
2
年
続
け
て
少
額
赤

字
計
上
の
見
込
み
で
あ
る
。加
え
て
、今

後
の
会
員
数
の
減
少
、
受
託
事
業
収
入

等
の
減
少
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
構
築
の

観
点
か
ら
抜
本
的
な
経
費
削
減
等
の
立

案
・
推
進
と
と
も
に
、会
員
増
強
を
最
重

点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
視
点
を
踏
ま
え
、
2
0
1
9

年
度
に
お
け
る
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特

別
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
委
員
会
・
研
究
会
、

講
演
会
・
講
習
会
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
の
参
加
状
況
等
を
踏
ま
え
、効
率
的
・

効
果
的
な
開
催
に
努
め
、
会
員
企
業
の

経
営
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
事
業
に

焦
点
を
あ
て
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

活
動
理
念

本
会
は
、
持
続
可
能
な
経
営
体
質
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
活
力
に
溢
れ
、

魅
力
あ
る
県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け

て
自
ら
行
動
す
る
と
と
も
に
県
政
・
諸

機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学
そ
し
て
連
合

埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連
携
を
図
り
、
県

経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

事
業
活
動
の
骨
子

1
�
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
構
築
と

効
果
的・効
率
的
な
業
務
運
営
の
推
進

会
員
増
強
や
賃
貸
ス
ペ
ー
ス
の
一
部

返
還
な
ど
の
抜
本
的
な
経
費
削
減
等
を

通
じ
て
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
を
構

築
し
て
い
く
と
と
も
に
、よ
り
効
果
的
・

効
率
的
な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
。

2
�
働
き
方
改
革
の
更
な
る
推
進

4
月
か
ら
の
働
き
方
改
革
関
連
法
の

順
次
施
行
を
踏
ま
え
、
企
業
が
対
応
す

べ
き
改
正
項
目
の
周
知
徹
底
に
引
続
き

取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
な
人
材
が

活
き
活
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
有

益
な
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

3
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
向
け
た
不
断
の

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士

の
情
報
交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化

に
取
り
組
む
。

4
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
情
報

提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
ま
す

ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た

め
に
、
埼
玉
県
、
国
、
各
種
研
究
機
関

等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

目

次

頁

�
平
成
三
十
年
度
第
三
回
理
事
会
・

幹
事
会
開
催

一

�
埼
玉
県
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ四

�
第
五
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い

向
上
委
員
会

五

�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
九
年
版
「
働
き

が
い
の
あ
る
会
社
」
表
彰
式
・
交

流
会

五

�
第
八
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会六

�
埼
玉
県
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

八

�
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め
の
キ

ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト十

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の

広
場

十
二

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ十

三

�
働
き
方
改
革
関
連
法
施
行
直
前
緊

急
実
務
解
説
セ
ミ
ナ
ー

十
四

�
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

十
四

�
第
二
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー

ラ
ム

十
五

�
青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城

と
の
合
同
例
会

十
六

�
青
年
経
営
者
部
会

三
月
例
会十

七

�
青
年
経
営
者
部
会

第
一
回
勉
強

会
「
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」十

八

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
八

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直

し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

十
九

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
二

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
四

�
事
業
だ
よ
り
、
告
知
版
、
会
員
の

動
き

二
四

第1号
議 案

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画

懇親会風景
懇親会開宴挨拶
松本 伸一郎監事

懇親会閉宴挨拶
石井 進副会長
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第3号
議 案

常
勤
理
事
の

2
0
1
9
年
度
報
酬
額
に
つ
い
て

報
告
事
項
①

人
事
異
動
に
伴
い
後
任
の
理
事
・
副
会
長
選
任
の
み
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
き
た
理
事
会
・
総
会
（
臨
時
総

会
）
の
中
止
と
こ
れ
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
度
事
業
活
動
計
画

ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情
報
提
供
機
能
を

発
揮
し
て
い
く
。

5
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約

と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
経
営
動
向
調
査
、
埼
玉

県
公
労
使
会
議
等
を
通
じ
て
、
収
集
・

集
約
し
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

6
�
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化

埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会
等
、

各
種
審
議
会
・
委
員
会
へ
の
積
極
的
な

参
画
、
教
職
員
・
高
校
生
向
け
の
研
修

へ
の
講
師
派
遣
、
さ
ら
に
は
科
学
の
甲

子
園
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア
ワ
ー
ド
な
ど
、

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
産
業
教
育
へ
の

支
援
強
化
を
図
る
。
ま
た
、
4
月
開
校

す
る
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等
学

校
へ
の
支
援
な
ど
、
さ
い
た
ま
市
教
育

委
員
会
と
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る
。

7
�
多
様
性
の
あ
る
リ
ク
ル
ー
ト
活
動

へ
の
対
応
支
援

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
連
合
埼
玉

と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
支
援
、
障
害
者
や
外
国
人
留
学
生
の

就
職
支
援
等
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
活
動
等
を

通
じ
て
学
生
の
県
内
企
業
に
対
す
る
認

知
度
を
高
め
て
い
く
。

8
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を

始
め
、
多
種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等

の
公
設
委
員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言

や
意
見
陳
述
に
努
め
て
い
く
。

常
勤
理
事
報
酬
規
程
第
4
条
2
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
常
勤
理
事
の
2
0
1

9
年
度
の
報
酬
額
を
以
下
の
と
お
り
と

す
る
。

専
務
理
事

1
�
0
2
0
万
円

（
前
年
度
と
同
額
）

常
務
理
事

9
6
0
万
円

（
前
年
度
と
同
額
）

た
だ
し
、
根
岸
専
務
理
事
は
疾
病
に

よ
り
2
ヵ
月
間
の
休
務
後
も
定
期
的
に

通
院
加
療
が
必
要
で
あ
り
、
今
般
専
務

理
事
を
辞
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

5
月
10
日
の
定
時
総
会
終
結
の
時
を

以
っ
て
退
任
を
し
、
そ
の
後
は
、
常
勤

理
事
1
名
体
制
で
は
本
会
業
務
へ
の
影

響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
常
勤
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
引
き
続
き
協
会

業
務
全
般
に
従
事
す
る
予
定
。

【
現
状
】

1
�
定
時
総
会
開
催
日
以
降
、
所
属
す

る
企
業
の
人
事
異
動
等
に
よ
り
本
会

の
理
事
・
副
会
長
が
異
動
と
な
っ
た

場
合
、後
任
者
を
新
た
に
理
事
・
副
会

長
に
選
任
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

10
月
〜
11
月
に
理
事
会
・
総
会（
臨
時

総
会
）を
開
催
し
て
き
た
。し
か
し
な

が
ら
、
多
忙
の
中
、
理
事
・
副
会
長

選
任
の
み
を
目
的
と
し
て
、理
事
会
・

総
会
を
招
集
す
る
意
味
が
あ
る
の
か

と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
き
て
い
た
。

2
�
ま
た
、
開
催
費
用
も
会
場
費
、
懇

親
会
費
、
講
師
謝
金
等
を
含
め
る
と
、

1
0
0
万
円
を
超
え
、
経
費
削
減
の

必
要
性
も
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

【
今
後
の
対
応
】

1
�
上
記
現
状
を
踏
ま
え
、
人
事
異
動

に
伴
い
後
任
の
理
事
・
副
会
長
選
任

の
み
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
き
た

理
事
会
・
総
会
（
臨
時
総
会
）
を
中

止
す
る
。

2
�
理
事
に
つ
い
て
は
登
記
事
項
の
た

め
、
本
件
に
よ
り
、
後
任
の
理
事
の

登
記
は
現
状
の
11
月
頃
か
ら
、
定
時

総
会
終
了
後
の
翌
年
6
月
頃
へ
と
大

幅
に
遅
延
す
る
こ
と
に
な
る
。

3
�
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
人
事
異

動
に
伴
う
後
任
者
に
つ
い
て
は
、
就

任
承
諾
書
を
徴
求
し
た
上
で
、「
副

会
長
」
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
と
い

た
し
た
い
。

※
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
が
2
0
1
9
年
度
の

主
な
変
更
点

Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会
（
臨
時
総
会
削
除
）

⑵
理
事
会

⑶
幹
事
会

⑷
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
企
業
経
営
に
関
す
る
重
要
性
・
必

要
性
等
を
踏
ま
え
た
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
特
別
セ
ミ
ナ
ー

⑶
そ
の
他

3
�
企
業
経
営
に
関
す
る
重
要
性
・
必

要
性
等
を
踏
ま
え
た
委
員
会
・
研
究

会
の
開
催
と
地
区
協
議
会
等
の
開
催

⑴
企
業
戦
略
研
究
会

⑵
産
業
教
育
委
員
会

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

⑷
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

⑸
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

⑹
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

⑺
働
く
女
性
応
援
講
座

⑻
人
事
労
務
委
員
会

⑼
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委

員
会

⑽
地
域
社
会
問
題
委
員
会

⑾
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⑿
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⒀
地
区
協
議
会
（
4
地
区
）

⒁
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
4
地
区
）

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
埼
玉
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

セ
ン
タ
ー

⑵
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑶
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協
議

会
⑷
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑸
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

⑹
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議

会
⑺
本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
研
究
推
進
機
構
連
携
拠
点
推
進

委
員
会

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
総
会

⑵
幹
事
会
・
審
議
員
会

⑶
地
方
団
体
長
会

⑷
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑸
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企
業
・

社
会
保
障
・
環
境
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
等

⑹
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑺
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

⑶
埼
玉
県
公
労
使
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
部
局
の
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア
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ⅩⅠ

ワ
ー
ド

②
新
任
校
長
研
修
等
研
修
へ
の
講

師
派
遣

③
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
講
師
派
遣

④
教
員
・
生
徒
向
け
研
修
へ
の
講

師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委
員
ほ

か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑧
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
・
埼

玉
県
大
会
へ
の
積
極
的
支
援

⑺
長
期
派
遣
研
修
受
入

①
埼
玉
県
教
育
委
員
会
職
員
1
名

②
知
事
部
局
職
員
1
名

⑻
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
関

連①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
の
講
演

②
研
修
生
受
入

⑼
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
関
係

⑴
教
員
育
成
協
議
会

⑵
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
国
際
中
等
教

育
学
校
運
営
に
関
す
る
支
援
策
の

検
討

⑶
教
員
研
修
へ
の
講
師
派
遣

⑷
そ
の
他

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
さ
い
た
ま
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

10
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
埼
玉
特
定
最
低
賃
金
審
議
会

⑷
埼
玉
県
公
労
使
会
議

⑸
埼
玉
県
雇
用
保
険
審
査
参
与

⑹
埼
玉
県
労
働
者
災
害
補
償
保
険
参

与
⑺
労
働
者
派
遣
事
業
適
正
運
営
協
力

員
⑻
そ
の
他
委
員
会

11
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑵
意
見
交
換
会

12
�
埼
玉
大
学
講
義

⑴
理
工
学
研
究
科
学
生
へ
の
講
義

⑵
地
域
活
性
化
講
座

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
推
進
事
業

1
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
推
進

⑴
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
用

⑵
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

付
⑶
課
題
解
決
型
大
学
生
イ
ン
タ
ー
シ

ッ
プ
事
業

⑷
県
内
高
校
・
特
別
支
援
学
校
の
生

徒
受
入

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
39
回
海
外
社
会
経
済
視
察
団

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
（
6
／

28
〜
7
／
6
）

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
講
演
会
、
講
習
会
等

左
記
の
他
、企
業
経
営
の
必
要
性・

重
要
性
等
を
踏
ま
え
適
宜
開
催

⑴
労
働
法
実
務
講
座

⑵
労
働
時
間
に
関
す
る
法
改
正
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
法
改

正
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

⑶
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

⑷
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

⑸
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⑹
人
事
労
務
に
関
す
る
税
務
セ
ミ
ナ

ー
⑺
決
算
書
読
み
方
・
使
い
方
セ
ミ
ナ

ー
⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
3
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー

ラ
ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ

の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加

へ
の
積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調

査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督

者
の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で

の
法
律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会
報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、資
料
の
紹
介
、斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
て

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
積
極

的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、
情

報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

埼
玉
県
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

並
び
に
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
に
つ
い
て

（
2
0
1
9
年
6
月
3
日
〜
7
月
10
日
）

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

平
成
30
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
31
年
度
概

算
保
険
料
及
び
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
の
一

般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手
続
を
行
っ
て
い

た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

申
告
書
・
納
付
書
は
5
月
末
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。
同
封
の
記
入
例
（
申
告
書
等
の

記
入
方
法
）
を
参
考
に
作
成
の
う
え
、
7
月

10
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
埼

玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
期
間
は
5

月
31
日
〜
7
月
12
日
に
な
り
ま
す
。

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�
0
1
2
0
―
0
0
8
―
7
1
5

・
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

�
0
4
8
―
6
0
0
―
6
2
0
3
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少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社

会
の
到
来
に
よ
る
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
が
激
化
す
る
現
在
、
わ
が
国
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
各

企
業
で
は
、
自
社
の
成
長
・
発
展
を
目

指
し
、
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
昨
今
話
題
に
な
っ
て

い
る
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
従
業
員
の
「
働
き
が
い
」
を
高
め

る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
三
月

十
四
日
㈭
、
第
五
回
働
き
方
改
革
・
働

き
が
い
向
上
委
員
会
を
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
、
二
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Great

Place
to
W
ork

Ⓡ
Institute

Ja-
pan

）
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

今

野

敦
子
氏
よ
り
、
基
調
講
演
と
し
て
、

「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
考
え
る
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
九
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、「
日
本
に
お

け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
ラ
ン
キ

ン
グ
中
規
模
部
門
（
従
業
員
一
〇
〇
〜

九
九
九
人
）
で
見
事
五
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
、
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社
の
代
表
取
締
役

大
谷

義
武

氏
、「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
優
秀
企
業
で
あ
る
、
株
式

会
社
タ
ウ
の
代
表
取
締
役
副
社
長

原

田

大
助
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

に
お
け
る
働
き
が
い
向
上
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
委
員
会
終
了
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
と
し
て
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
株
式
会
社
温
泉
道
場
（
と
き
が
わ

町
）
く
ま
の
み
整
骨
院
・
整
体
院
グ
ル

ー
プ
（
さ
い
た
ま
市
）、
株
式
会
社
タ

ウ
（
さ
い
た
ま
市
）
が
表
彰
さ
れ
、
そ

の
後
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Great

Place
to

W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

）
は
、「
働

き
が
い
」
に
関
す
る
調
査
・
分
析
を
行

い
、
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
会
社
や
組
織
を
各
国
の
有
力

な
メ
デ
ィ
ア
で
発
表
す
る
世
界
最
大
級

の
意
識
調
査
機
関
で
、
世
界
五
十
カ
国

以
上
で
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
発
表
す
る
「
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
従
業
員

へ
の
意
識
調
査
を
基
に
選
出
さ
れ
、
選

出
企
業
は
優
良
企
業
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
で
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

企
業
の
対
す
る
表
彰
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
二
月
二
七
日
㈬
、
ヒ
ル
ト
ン
東

京
お
台
場
に
て
、
二
〇
一
九
年
版

日

本
に
お
け
る「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

表
彰
式
・
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

に
選
ば
れ
た
日
本
全
国
約
三
〇
〇
社
の

企
業
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部

表
彰
式
で
は
、
各
部
門
別

（
企
業
規
模
別
）
に
選
出
企
業
を
表
彰

し
た
ほ
か
、
五
回
選
出
企
業
、
一
〇
回

選
出
企
業
、
女
性
ラ
ン
キ
ン
グ
選
出
企

業
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
〇
回
選
出
企
業
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ

キ
ス
プ
レ
ス
、Plan

・Do

・See

の

二
社
か
ら
、
働
き
が
い
を
高
め
る
上
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
働
き
が
い
」
を
テ
ー
マ

に
、
明
治
大
学
大
学
院
教
授

野
田

稔
氏
と
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

代
表

岡
元

利

奈
子
氏
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
部
の
交
流
会
で
は
、
各
企
業
の

参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
や
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Great

Place
to
W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

）
二
〇
一
九
年
版
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」

表
彰
式
・
交
流
会

平
成
三
〇
年
度
第
五
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

基
調
講
演
「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
考
え
る
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
と
は
」、「
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
二
〇
一
九
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
入
賞
企
業
等
の
事
例
発
表
」

―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

武蔵コーポレーションが埼玉県勢として
初めてランキング上位に選出された
（中規模部門5位）

第2部では野田教授と岡元代表の
対談が行われた

「埼玉県における働きがいのある会社」と
して3社を表彰
左から、温泉道場、くまのみ、タウ

講演を行う今野 敦子氏講演を行う大谷 義武氏講演を行う原田 大助氏

第5回働き方改革・働きがい向上委員会
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平成３１年３月１５日㈮から３月１８日㈪までの日程で、埼玉県さ
いたま市で「第８回科学の甲子園全国大会」（主催：科学技術
振興機構）が開催されました。
「科学の甲子園」は、国立研究開発法人科学技術振興機構が
主催する、高等学校等の生徒チームを対象とした、理科・数学・
情報における複数分野の競技を行う取り組みで、各都道府県の
予選を勝ち抜いた代表校が集い、競い合い、活躍できる場とし
て、平成２３年度よりスタートした一大イベントです。
第８回大会では、都道府県予選会で過去最高の７０９校（９，０７５
名）が出場し、選抜された全国４７校（３６１名）の高校生たちが、
ここ埼玉に集結し、熱戦を繰り広げました。
優勝は、愛知県代表の海陽中等教育学校。埼玉県代表の県立
浦和高校は企業特別賞埼玉県経営者協会賞（１年生１名以上を
含むチームの中の優秀校）を受賞しました。
なお、埼玉県での全国大会開催は来年度までの予定となっており、次回、第９回全国大会は２０２０年３月に開催される予定です。

第8回 科学の甲子園全国大会

開会式・筆記競技 シンポジウム・表彰式実技競技
3月15日㈮大宮ソニックシティ 3月16日㈯サイデン化学アリーナ 3月17日㈰大宮ソニックシティ

開会式での学校紹介の様子（県立浦和高校） 実技競技③ツール・ド・さいたま
（ジャイロ二輪車レース）

表彰式の様子

エクスカーション等
3月17日㈰

展示・お土産ブース

協働パートナー掲出パネル

ソニックシティ大ホールステージ

3月18日㈪
エクスカーション
理化学研究所、
造幣局さいたま支局、
川越の街並み等を
見学

主な大会成績
総合優勝 海陽中等教育学校（愛知） 総合第2位 栄光学園高校（神奈川）

文部科学大臣賞 科学技術・学術政策局長 松尾 泰樹氏（左）
CIEE Japan/ETS TOEFL 賞 一般社団法人CIEE国際教育交換

協議会 根本 斉氏（右）

科学技術振興機構理事長賞 理事 真先 正人氏（左）
UL Japan 賞 事業開発部部長 川口 昇氏（右）

サイデン化学アリーナ
特設ステージ

出出場場校校のの選選手手ののみみななささんん
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総合第3位 県立膳所高校（滋賀） 総合第4位 県立岐阜高校（岐阜）

さいたま市長賞 教育委員会教育長 細田 眞由美氏（左）
武蔵野銀行賞 取締役副頭取 町田 秀夫氏（右）

総合第5位
青雲高校（長崎）

日本理科教育振興協会賞
会長 大久保 昇氏

埼玉県知事賞 副知事 奥野 立氏（左）
埼玉りそな銀行賞 常務執行役員 宮﨑 恒史氏（右）

協働パートナーとして会員企業10社に御協賛いただきました。（50音順）
〈協賛企業〉

〈応援企業〉

来年度も、より多くの企業の皆様に協働パートナーとしてご協賛をいただき、埼玉県大会、全国大会をますます盛り
上げていきたいと考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。

しまむら賞
執行役員企画室長 鈴木 誠氏

AGS賞
代表取締役社長 石井 進氏

タムロン賞
専務取締役 川鍋 宏氏

総合第6位
愛光高校（愛媛）

総合第7位
県立宮崎西高校（宮崎）

総合第8位
県立倉敷天城高校（岡山）

総合第9位
県立金沢泉丘高校（石川）

ポーライト賞
代表取締役社長 青木 茂夫氏

昭和技研工業賞
代表取締役 岩井 崇氏

埼玉県経営者協会賞
上條 正仁会長

総合第10位
県立宝塚北高校（兵庫）

企業特別賞
県立浦和高校（埼玉）
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参加学生

埼玉大学 経済学部2年

埼玉大学 経済学部2年

埼玉大学 教育学部2年
埼玉大学 理学部1年

①武蔵丘短期大学 健康生活学科2年
〃 1年

②武蔵丘短期大学 健康生活学科2年
〃 1年

③武蔵丘短期大学 健康生活学科1年
〃

①埼玉大学 教養学部3年

②埼玉大学 教養学部3年
埼玉大学 経済学部2年

埼玉大学 経済学部3年

埼玉大学 経済学部1年

城西大学 現代政策学部3年
人間総合科学大学 人間科学部2年

城西大学 現代政策学部3年

埼玉大学 工学部3年
城西大学 現代政策学部3年

受入数

1名

1名

2名

6名

3名

1名

1名

2名

1名

2名

インターンシップ実習課題
◆魅力的なリクルート戦略の立案
◆ダイバーシティの推進と構築の企
画・立案

◆学生目線でリクルート戦略の立案・
提案
◆真に求める働きやすい会社の考案・
提案

リユースショップがネット事業にどう
取り組むべきか、改善策を提言する

課題①【ブライダル】新型ブライダル、
披露宴の商品開発

課題②【レストラン】特定客向けレス
トランメニューの開発

課題③【広報】地域密着型広報ツール
の開発

課題①女性社員が働きやすい環境の具
体策を企画する

課題②人材採用に関する魅力的なリク
ルート戦略を構築

中小企業が取り組むべきCSR活動を
提案する

ZOZOTOWNを運営するチームの一
員となり、ランキング入り商品をつく
り上げる

働き方の多様性を実現していくための
労働条件などを研究・提言する

留学生など外国人のインターンシップ
受け入れ体制の具体的方策を提案する

◆オウンドメディアへの提言と作成体
験
◆地域メディアサイトの取材とライタ
ー体験

主要業種

自動車教習所

情報サービス

リユースショッ
プ運営

ホテル

総合建設

製薬・ファイン
ケミカル向け設
備の企画・設計・
製造等

ネットによる小
売業（婦人服、
ジーンズ中心）

製麺・惣菜製造

保育・
子育て支援

インターネット
広 告・Webサ
イト制作、貸し
事務所

実習受入先企業
㈱臼田ファイン
モータースクー
ル

AGS㈱

㈱大宮電化

ガーデンホテル
紫雲閣

㈱カタヤマ

㈱キット

㈱クラシカルエ
ルフ

㈱クリタエイム
デリカ

㈱コマーム

㈱コミュニティ
コム

平成３０年度 埼玉県課題解決型
インターンシップ 成果報告会を開催

3月4日㈪13時30分から大宮ソニックシティビル9階906会議室において平成30年度埼玉県課題解決型
インターンシップ成果報告会が開催され、実習参加学生、受入先、学生所属大学、事業推進関係者など83
名が参加した。3～6か月の長期インターンシップを体験した学生が成果報告を行うとともに、受入先か
らは実習受入れの感想や成果、苦労話等のコメントをいただいた。実習概要は次の表の通り。なお、平成
30年度は県内6大学から28名の学生が15先で実習に参加した。

平成30年度埼玉県課題解決型インターンシップの実習概要 受入先50音順
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参加学生

駿河台大学 メディア情報学部3年
〃

埼玉大学 教養学部4年

①共栄大学 国際経営学部2年
埼玉大学 経済学部2年

②埼玉大学 人文社会科学研究科1年

埼玉大学 教養学部3年

埼玉大学 教養学部2年

受入数

2名

1名

3名

1名

1名

インターンシップ実習課題
地域資源を活かした「商品開発」「製
造」「販売」を通じた「ものづくり」
の実践を学ぶ

外国人技能実習制度の運営に役立つ施
策の立案

課題①報告書等の「紙」について、デ
ータ化できるものなどを分析し、
方向性を決める

課題②客先別のデータを分析し、「見
える化」を図り業務の平準化を
する

営業・営業事務の業務について、効率
の良い働き方のヒントを提案する

工場見学施設における満足度向上策・
集客アップ策など課題の抽出や改善を
行う

主要業種
木製建具・家具
の製造・販売・
施工

生協物流のトー
タルサポート

税理士事務所

コンピュータグ
ラフィック印刷
及びそれに伴う
ラッピング塗装、
自動車塗装

食料品製造業

実習受入先企業

㈱サカモト

㈱シーエックス
カーゴ

中央税務会計事
務所

㈱デサン

㈱明治
坂戸工場

集合写真

埼玉大学 学長 山口 宏樹氏 埼玉県産業労働部雇用労働局長 新里 英男氏 埼玉県経営者協会 会長 上條 正仁

成果報告会の様子
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今
年
で
六
回
目
と
な
る
「
男
女
が
共

に
活
躍
す
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
久
喜
北
陽
高
等
学

校
」
が
三
月
十
二
日
㈫
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
会
で
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員

会
と
連
携
し
、
高
校
生
対
象
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
本
会
推
薦
の
女
性
リ
ー
ダ

ー
が
講
師
と
な
り
、
高
校
生
に
対
し
自

身
の
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
踏
ま
え
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

や
「
働
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
回
開
催
の
久
喜
北
陽
高
校
は
昭
和

六
二
年
に
開
校
し
、
平
成
七
年
に
県
内

初
の
総
合
学
科
の
学
校
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
各
年
次
八
ク
ラ

ス
で
、
高
い
志
を
持
っ
て
地
域
社
会
、

国
や
世
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
有
為
な

人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
第
一
部
【
基
調
講
演
】

は
じ
め
に
体
育
館
で
本
会
白
井
智
也

研
究
主
幹
か
ら
「
働
く
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
、
そ
し
て
大
切
さ
」
と
題
し
て
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
し
て
「
新
し

い
時
代
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
常
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
」「
失
敗
と

は
成
功
と
何
も
し
な
い
こ
と
の
間
に
あ

る
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
生
徒
に
投

げ
か
け
ま
し
た
。

◇
第
二
部
【
ク
ラ
ス
別
講
演
】

生
徒
は
各
教
室
に
移
り
、
講
師
の
方

か
ら
話
を
聞
き
、
質
疑
応
答
を
通
し
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。講
師
の
方
は「
学

生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
」「
現
在

携
わ
っ
て
い
る
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か

け
や
や
り
が
い
」「
働
く
う
え
で
考
え

て
ほ
し
い
こ
と
」
な
ど
、
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
体
験
を
伝
え
、
生
徒
は
「
や
り
が

い
」「
仕
事
選
び
に
つ
い
て
大
切
な
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

◇
第
三
部【
学
校
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
】

講
師
と
学
校
関
係
者
（
校
長
や
教
務

主
任
）
が
会
議
室
に
集
ま
り
、
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
、「
企
業
が
取
り
組
む

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」
や
「
企
業

が
求
め
る
人
材
像
」
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

〈
生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

「
普
段
、
働
い
て
い
る
女
性
の
方
か

ら
今
回
色
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
過
去
の
経

験
か
ら
、
自
分
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ

っ
て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
分
析
さ
れ

て
い
て
、
そ
う
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
の
過
去
の
経
験
を

振
り
返
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い

の
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」「
ど

ん
な
仕
事
に
就
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
は
必
要
だ
っ
た
り
、
英
語

が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
将

来
就
職
す
る
な
ら
、
女
性
も
社
会
進
出

で
き
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
会
社
に
就
職

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
自
分
が
将

来
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
自
分
が

こ
の
先
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
か
、
ど

の
よ
う
に
し
た
い
か
の
方
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
」「
私
は
今
回
の
講
演
会
を
聞
い
て
、

自
分
が
人
よ
り
も
先
に
就
職
す
る
に
あ

た
っ
て
、
何
を
も
っ
て
社
会
に
出
る
べ

き
な
の
か
、
ど
う
い
う
点
を
重
視
し
て

会
社
を
選
び
、
貫
い
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
」「
女
性
が
働
く
に
あ
た
っ
て
心

配
な
産
休
や
育
児
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
休
暇
を
取
得
し
、
そ
の
後
職
場
に
戻

っ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
安
心
し
ま
し

た
。
女
性
の
転
勤
に
つ
い
て
聞
い
て
男

性
よ
り
大
変
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
け
ど
、

そ
こ
に
行
く
こ
と
で
得
る
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
言
っ
て
い
た
の
は
と
て
も

共
感
で
き
ま
し
た
」

「
平
成
三
十
年
度

男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
久
喜
北
陽
高
等
学
校
」

県
内
企
業
女
性
リ
ー
ダ
ー
十
六
名
を
迎
え
て
開
催

第1部基調講演の様子

第2部クラス別講演の様子

第3部意見交換会の様子

山口 由美子氏
埼玉県産業労働部
産業労働政策課
1年1組担当

中村 恵子氏
㈱埼玉りそな銀行

経営管理部秘書グループ
1年2組担当

高山 知恵氏
㈱テレビ埼玉

スポーツ局スポーツ部
1年4組担当

翠川 裕子氏
日本信号株式会社

ものづくり本部宇都宮事業所業務部
1年5組担当

橋本 奈緒氏
㈱タムロン

人事総務本部人事部
1年3組担当

水野 智恵子氏
社会福祉法人隼人会まきば園

サービス相談室
1年6組担当
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成成立立

ダウンロードはこちら

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

加知方 真美子氏
ポラスシェアード㈱
ビジネスサポート課
1年7組担当

石田 晶子氏
㈱明治 研究本部 商品開発研究所
菓子開発研究部チョコレート1G

1年8組担当

渡辺 万里絵氏
㈱サイサン

人事総務部人事課
2年1組担当

岡村 可奈氏
埼玉県信用保証協会
春日部支店保証課
2年2組担当

伊藤 英美氏
むさし証券㈱

グローバル金融商品部
2年3組担当

春口 麻衣子氏
㈱武蔵野銀行

人事部人材活躍推進室
2年4組担当

遠山 知子氏
AGS㈱ 企画管理本部
働き方改革推進室
2年5組担当

髙橋 真理子氏
㈱ピックルスコーポ
レーション開発室
2年6組担当

夢川 泉穂氏
川木建設㈱

PM営業部不動産相続相談室
2年7組担当

本田 真澄氏
社会福祉法人隼人会まきば園

給食サービス課
2年8組担当

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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①産学共同での若者人材
育成プログラムの作成
②産官学民連携による地
域創生の取組支援
学歴・略歴
石阪 督規
（いしざか とくのり）
広島大学大学院社会科学
研究科博士課程後期単位
取得後、三重大学人文学
部准教授、東京未来大学
モチベーション行動科学
部教授等を経て現職。日
本地域創生学会理事。こ
れまで、地域づくり、若
者就労支援、中小企業支
援、観光交流などの審議
会・委員会の委員を数多
く歴任。若者の自立、移
住・定住に向けた取り組
みを支援するほか、多く
の自治体や地域のまちづ
くり、地域再生に携わる。
著書に「ニートを救う地
域のネットワーク力」な
ど。研究室HP : http :
//www010.upp.so-net.
ne.jp/ishizaka/

昨今の産業構造の転換、生産拠点の海
外流出、非正規雇用者の増加といった、

中小企業をも巻き込む時代の大きな変化は、若者たちにも、
生活や意識の面で大きな変化をもたらしました。物質的な
豊かさを希求し、仕事第一主義のもとお金や出世を望む若
者が減少する一方で、自己実現や社会貢献に意味を見い出
し、自分のペースで仕事をしていく若者たちが増えつつあ
ります。
こうしたなか、埼玉大学では、課題解決を目的としたイ

ンターンシッププログラムや地域資源の掘り起こし・活用
をめざす産学連携の取組を推進しています。学生たちに「前
に一歩踏み出せる力」「考え抜く力」「チームで協力する力」
など、社会人基礎力を体系的に習得させ、地域に貢献でき
る人材を育成するために、企業や経済団体と一緒になって
キャリア教育プログラムを開発してきました。こうしたプ
ログラムの研究・開発が、近年の私のライフ
ワークとなっています。
かつての企業は、長い時間をかけて若者を

一人前に育て上げ、若者に長期にわたる雇用
の場と生活の安定を保障しましたが、いまは
企業にそこまでの余裕はありません。少数の
即戦力人材と多くの非正規とを上手に使い分
けながら、何とか人をやりくりしているとい
うのが実情です。しかし、「優秀な人材㈶の

定着なくして、企業の成長なし」ともいわれるなか、企業
には、人材の定着と育成・支援に、よりいっそう多くの時
間と労力を投入することが求められます。一見、遠回りの
ようにもみえるこうした地道な試みが、長期的には企業の
生き残り、成長に大きく寄与することになるはずです。
埼玉県は、就職を機に多くの若者が流出するという社会
課題を抱えています。ユニークな発想・アイデアをもった
若者たちが、これまで以上に、県内企業と連携することが
できれば、そこに若者の活躍の場が生まれ、県内定着率の
アップに結びつきます。また、こうした動きが、地域経済
の活性化につながる「新しい風」を吹かせることになるか
もしれません。企業にとっても、学生たちとかかわりをも
つ若手社員が増えることで、企業内にあらたな発想・視点
が蓄積され、企業の「基礎体力」を強化するという成果も
期待できます。

東京都心部への一極集中がいっそう強ま
るなか、県内企業も、優秀な若手人材を確
保し定着させるための本格的な産学連携型
キャリア支援プログラムの導入・活用を検
討すべき時期に来ています。産学共同のも
と、新たな若者人材育成プログラムを開発・
運用し、優秀な若者たちの活躍の場を確保
することが、埼玉県の地域創生、人材定着
には欠かせないといってよいでしょう。

今はVUCAの時代で
す（Volatility 不 安定性、
Uncertainty 不確実性、
Complexity 複雑性、Am-
biguity 曖昧性）。こうし
た時代こそ美術のような
感性的営みが重視される
のではないでしょうか。
産業界にとっても美的感
性を導きいれることは、
大きな利益につながりま
す。
学歴・略歴
加藤 有希子
（かとう ゆきこ）
2004～2010年 フルブラ
イト大学院奨学金留学生
（全学給付）として米国
デューク大学美術史視覚
文化学科博士課程留学
2010年 デューク大学大
学院にて博士号（Ph.D.
美術史）取得
2011年 立命館大学生存
学創生拠点ポストドクト
ラルフェロー
2012年 埼玉大学基盤教
育研究センター 准教授

私は2004年にアメリカに留学して
以来、新印象派という「ぶつぶつ」

で物を描くスーラやシニャックといったフランスの作
家のことを研究してきました。新印象派が生まれたの
は1886年、それより10年ほど前は、日本でもよく知ら
れているモネやルノワールなどの印象派が出てきて、
即興風の美しい色合いの絵画を描いていました。私が
研究している新印象派は、それに比べ、美しくもすが
すがしくもありません。気も狂わんばかりの細かい点
で物を描き、ぎこちなく、物悲しく、人物はロボット
のようで、孤独です。実際、新印象派の始祖のスーラ
は、寡黙な性格で、極度の細かい作業の弊害か（？）、
31歳の若さで病没しまし
た。
しかしスーラの絵には、

私達を惹きつける不思議
な魅力があります。この
孤独感、ロボットのよう
なぎこちない人物像、奥
を見ようしても塵のよう
に舞ってしまう点描とい
う技法。高度な資本主義、

グローバリズム、機械化の社会を生き抜く私達なら、
誰もが感じたことのある世界に対する「違和感」なの
ではないでしょうか。
美術というのは、時代の言葉に出来ない思いや雰囲
気を結晶化します。最近日本では、経済的な利益にな
らないものを排斥しようとする傾向がありますが、人
間は複雑な生き物で、理屈だけでは動きません。むし
ろ最近の経済や政治の動向を見てみると、無意識の欲
望や突発的な感性こそがイノベーションを動かしてい
ます。人びとがいわゆるインスタ映えに熱狂するよう
に、美的な感性の声を聞くことは、今、最も重要なこ
との一つなのです。

私はこうした社会における美術の重要性を
伝えることを何より重視しています。そして
スーラの点描が19世紀末のヨーロッパで提起
した問題が、その後の美術界、思想界、そし
て一般社会でどうインパクトを与え続けてい
るのかを研究しています。政治、経済、宗教、
文化、地域、家庭、すべての点で古いコミュ
ニティが壊れつつあります。スーラ以後の芸
術を通して、私はこうした難しい時代を生き
抜くヒントを得たいと考えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111111111111111111111111111222222222222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

地域に貢献できる人材を育成するために
基盤教育研究センター 石 阪 督 規 教授

点描から始まる近代、現代という私たちの時代を解き明かす
基盤教育研究センター 加 藤 有希子 准教授

課題解決型プログラムの実践

ジョルジュ・スーラ《パラード》
1887－1888、メトロポリタン美術館
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近年、センサーが小型・高機能化し、様々な環境でデー
タ収集が可能となり、オンライン学習環境では学習課程の
収集・活用がされています。
身体動作を伴う技能の習得は、学習者が繰返し動作を行

い、誤りに気づき修正をすることで身につけていきます。
これらの技能習得には、個人学習では難しく、指導者と共
に該当する動作を行い、指導を受けることが良いとされて
います。しかし、常に指導者から指導を受けることは難し
いのが現状です。
私たちは、ICTと IoTを活用して技能習得を効果的に

するための学習支援システムの研究開発をしています。作
業者や機械などにセンサーを取り付け、IoT技術によりデ
ータの保存・解析を行い、人工知能技術の応用により技能
のモデル化をするためのプラットフォーム、これらのモデ

ルおよび学習履歴を活用し、学習者が効果的に技能習得を
支援するプラットフォームです。例として、美術教育にお
いて重要な基本技能の一つのドローイングの技能習得を支
援するシステムを開発しました。ドローイング学習支援シ
ステムでは、熟練者の描画プロセスに着目し、描画プロセ
スをデータ化し保存・解析を通してモデル化しました。こ
のモデルを利用し、学習者への学習支援を行っています。
また、学習者は自身のドローイングのプロセスを見ること
ができませんでした。過去のドローイングを閲覧・比較す
ることも技能習得の促進に役立っています。
最後に、ICTと IoT、オンライン学習環境を活用するこ

とで技能を効果的に習得することが可能となります。ご興
味がありましたら我々がサポートできますのでご相談くだ
さい。

ヒートアイランド現象という言葉がありま
す。Heat Island ですので、熱の島と訳され
ます。この現象は都市の気温が周囲よりも高

くなり、あたかも都市部に熱の島が形成されているような状態をいいま
す。ヒートアイランド現象は都市化の進展により、主に大都市を中心に
問題が顕在化しており、東京、大阪等の大都市では数多くの研究者がこ
の問題について長い間研究をしてきています。一方、筆者の所属するも
のつくり大学は埼玉県熊谷市に隣接しています。熊谷市は2018年7月23
日に、わが国で最も高温となる41．1℃となる気温を記録しました。この
高温化の原因はフェーン現象によるものとされていますが、都市の高温
化は近年、熱中症の増加等、深刻な健康被害をもたらしています。
そこで、私の研究室では、小規模都市である熊谷市を対象にして、熊
谷市内の温湿度を計測することにより、ヒートアイランド現象の有無に
ついて研究を進めています。研究方法は図1に示すようなエリアを自動
車により広範囲に移動しながら温湿度と位置情報を連続計測します。計
測は夏季、冬季の日の出前と日中を対象に実施しました。図2に示す気
温分布図はその一例ですが、市中心部はその周囲よりも気温が高く、熱

だまり、すなわちヒートアイランド現象が発生していることが確認され
ました。このように、熊谷市のような小規模な都市においても気温高温
化現象が発生していることがわかりました。
ものつくり大学久保研究室では、今後も継続的にヒートアイランド現

象に関する研究を行っていく予定です。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ICT により技能習得をより効果的に
総合機械学科 永 井 孝 准教授

永井 孝（ながいたかし）准教授 博士（工学）、信州大学大学院博士課程単位修得後退学、オーセブン株式会社、日本外国語
専門学校、株式会社CMSコミュニケーションズを経て、2018年よりものつくり大学。専門分野：教育工学、e‐Learning、身体
知獲得支援、LMS, MOOC（連絡先：048‐564‐xxxx）

熊谷市でもヒートアイランド現象が
建設学科 久 保 隆太郎 准教授

久保 隆太郎（くぼ りゅうたろう）准教授、2005年明治大学大学院修了、博士（工学）。熊本大学産学連携研究員および日本
学術振興会特別研究員を経て、2009年より日建設計総合研究所、2018年4月からものつくり大学准教授。日本建築学会、空気調
和・衛生工学会会員。（連絡先：048‐564‐3903、r_kubo@iot.ac.jp）

図2 計測された気温分布
（2018年11月30日AM3：30）

図1 移動計測のルート（東西8．3㎞、南北6．8㎞）
（赤：人口密集地域、緑：田圃、薄緑：畑、橙：荒地）
出典：国土地理院、地理院地図、およびH27年国
勢調査人口集中地区境界データ（総務省統計局）
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「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し
、

今
年
四
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

特
に
労
働
時
間
関
係
で
は
過
重
労
働
の

防
止
に
向
け
、「
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
導
入
」「
年
五
日
以
上
の
年
休

取
得
の
義
務
化
」「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
制
度
の
努
力
義
務
」
等
が
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
こ
の
四
月
に
施
行

予
定
（
た
だ
し
、
上
限
規
制
の
み
中
小

企
業
は
一
年
遅
れ
）
で
あ
り
、
各
会
員

と
も
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
の
創
設
」
や
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
の
清
算
期
間
延
長
」
な
ど
、
多

様
な
働
き
方
に
応
じ
た
仕
組
み
も
一
部

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
三
月

五
日
㈫
、石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
の
ヴ

ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
橘
大
樹

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
働
き
方

改
革
関
連
法
施
行
直
前
緊
急
実
務
解
説

セ
ミ
ナ
ー
〜
働
き
方
改
革
関
連
法
の
注

意
す
べ
き
実
務
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
者
側

の
立
場
に
た
つ
経
営
法
曹
所
属
弁
護
士

が
詳
細
に
解
説
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
二

一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の
全

体
像
の
説
明
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
続

い
て
、こ
の
四
月
か
ら
施
行
に
な
る「
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入
」「
年

五
日
以
上
の
年
休
取
得
の
義
務
化
」「
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
努
力
義

務
」
な
ど
を
中
心
に
、
実
務
上
の
対
応

ポ
イ
ン
ト
や
、
よ
く
相
談
を
受
け
る
事

項
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
関
連
で

は
、
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
の
最
高
裁

判
決（
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
、長

澤
運
輸
事
件
）
や
派
遣
法
改
正
の
動
向

な
ど
、
現
在
の
動
向
と
企
業
の
備
え
に

つ
い
て
も
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
社
の
改
正
法
対
応
に
誤
り
は
な
い

か
、
見
落
と
し
て
い
る
点
は
な
い
か
な

ど
、
施
行
直
前
の
最
終
点
検
に
役
立
つ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
県
教
育
委

員
会
と
本
会
の
共
催
で
、
二
月
二
六
日

㈫
株
式
会
社
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
に

て
開
催
し
、
八
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
シ
ー
エ
ッ
ク
ス
カ
ー
ゴ
は
、

生
協
他
か
ら
の
自
動
車
運
送
、
倉
庫
、

商
品
管
理
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
会
社

で
、
社
員
数
が
四
四
三
〇
名
（
う
ち
障

害
者
一
八
三
名
）、
障
害
者
雇
用
率
が

五
・
七
四
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
雇
用
率
の
達
成
に
向
け
、
障
害

を
も
つ
学
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者

の
離
職
率
を
下
げ
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
状
況
に
よ

っ
て
勤
務
時
間
や
日
数
変
更
等
を
行
っ

た
り
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
職
場
適
応
助

言
者
）
に
よ
る
障
害
者
や
そ
の
家
族
、

職
場
の
方
々
へ
の
支
援
を
行
っ
た
り
す

る
な
ど
多
く
の
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
会
で
は
、
職
場
見
学
お

よ
び
人
事
部
部
長
の
土
井
一
郎
氏
、
ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
の
當
郷
綾
香
氏
に
よ
る
講

演
を
通
し
て
、
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要
①

人
事
部
部
長

土
井
一
郎

氏

・
深
刻
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
高
ま
り

に
よ
り
物
流
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

拡
大
し
て
い
る
た
め
、
人
財
不
足
が

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

・
通
勤
可
能
な
圏
内
で
雇
用
が
可
能
な

人
（
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
）
を
採

用
す
る
た
め
の
方
針
と
し
て
「
他
社

が
採
ら
な
い
方
を
採
る
」
こ
と
を
信

念
に
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
障
害
者
の
採
用
で
は
ト
ラ
イ
ア
ル
雇

用
期
間
中
に
少
し
で
も
練
度
が
あ
が

る
な
ら
ば
採
用
し
、
育
成
で
は
「
障

害
者
雇
用
助
成
金
制
度
」
等
を
利
用

し
な
が
ら
二
年
間
で
育
て
て
い
る
。

・
障
害
者
だ
か
ら
雇
用
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
働
い
て
い
た
だ
け
る
（
ア

ジ
ャ
ス
ト
で
き
る
）
人
財
を
確
保
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
そ
し
て
働
き

や
す
い
職
場
を
つ
く
れ
ば
、
障
害
者

も
健
常
者
も
関
係
な
い
と
考
え
、

日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

◇
講
演
概
要
②

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

當
郷
綾
香

氏

・
障
害
者
に
安
心
し
て
長
く
働
い
て
も

ら
う
た
め
に
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

・
障
害
者
が
も
つ
特
性
を
社
員
研
修
や

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
伝
え
、

障
害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
の
理

解
、
交
流
を
進
め
て
い
る
。

・
障
害
者
へ
の
一
方
的
な
支
援
に
な
ら

な
い
よ
う
中
立
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

立
ち
、
双
方
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
立

場
に
な
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

働
き
方
改
革
関
連
法
直
前
セ
ミ
ナ
ー

「
働
き
方
改
革
関
連
法
施
行
直
前
緊
急
実
務
解
説

セ
ミ
ナ
ー
〜
働
き
方
改
革
関
連
法
の
注
意
す
べ
き

実
務
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
者
側
の
立
場
に
た
つ
経
営

法
曹
所
属
弁
護
士
が
詳
細
に
解
説
〜
」
を
開
催

講義を行う
橘 大樹弁護士

平
成
三
十
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
働
き
や

す
い
職
場
環
境
視
察
会

株
式
会
社
シ
ー
エ
ッ
ク
ス

カ
ー
ゴ
視
察
会
』
開
催

人事部長
土井 一郎氏

ジョブコーチ
當郷 綾香氏工場見学（選別）
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第
二
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
三
月
六
日
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
て
開
催
さ
れ
、
三
四
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

〈
開
催
の
ね
ら
い
〉

①
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、

目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
知
る

②
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
を
描
き
、
実
現
に
向
け
て
一
歩

踏
み
出
す
た
め
の
「
目
標
と
行
動
計

画
」
を
策
定
す
る

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

基
調
講
演
・
講
義
・
個
人
ワ
ー
ク
＆

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
宣
言

〈
第
一
部

基
調
講
演
概
要
〉

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
株
式
会

社
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
伊
藤
美
樹
氏
よ
り
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
先
に
あ
る
も
の
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㈱
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
は
、
宇
宙
ゴ

ミ
（
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
）
の
除
去
に
取

組
む
世
界
で
唯
一
の
企
業
で
す
。
宇
宙

ゴ
ミ
と
は
、
宇
宙
を
漂
う
使
い
終
わ
っ

た
人
工
衛
星
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
残
骸
な
ど

の
こ
と
で
、
衛
星
の
軌
道
を
妨
げ
て
衝

突
事
故
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
宇
宙

開
発
を
進
め
る
上
で
国
際
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
氏
は
、
日
本
大
学
大
学
院
航
空

宇
宙
工
学
専
攻
修
了
後
、
内
閣
府
最
先

端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に

従
事
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
㈱
ア
ス
ト

ロ
ス
ケ
ー
ル
日
本
法
人
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
業
務
を
兼
任

し
な
が
ら
ご
活
躍
さ
れ
、
現
在
は
ゼ
ネ

ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
企
業
と
し
て
の
取
組
み

の
ご
紹
介
に
続
き
、
伊
藤
氏
ご
自
身
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
関
し
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
の
経
験
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
だ
っ
た
。
課
題
を

目
の
前
に
し
て
不
安
や
心
配
も
あ
っ
た

し
、
苦
し
み
や
辛
さ
も
あ
っ
た
が
、
結

果
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
得
た
こ
と

の
方
が
大
き
く
、
自
分
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
っ
た
」
と
ふ
り
返
り
、
経
験
を

通
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

・
少
し
で
も
�
面
白
そ
う
�
と
感
じ
た

気
持
ち
に
従
う
こ
と
（
将
来
へ
の
安
定
、

給
与
、
周
り
の
意
見
や
世
間
体
は
気
に

せ
ず
、
気
持
ち
が
向
く
・
心
地
良
い
と

思
う
方
の
選
択
を
す
る
。
打
算
で
は
な

く
自
分
の
感
覚
に
直
に
従
っ
た
選
択
は
、

気
持
ち
的
に
自
分
の
決
断
に
納
得
し
て

い
る
の
で
、
も
し
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
）

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
や
り
遂
げ
た
後
の
自

分
を
想
像
す
る
（
自
分
の
中
の
ワ
ク
ワ

ク
が
大
き
く
な
っ
て
、
活
力
に
な
る
）

・
不
安
な
こ
と
は
、
何
が
不
安
か
を
よ

く
分
析
す
る

・
一
人
じ
ゃ
な
い
、と
考
え
る
こ
と（
視

野
を
広
げ
る
と
、
日
本
中
、
世
界
中
に

は
自
分
た
ち
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
が
沢
山
い
る
。

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
わ
か
れ
ば
勇
気

づ
け
ら
れ
る
）

・
す
ぐ
に
諦
め
な
い
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
を
選
択
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ワ

ク
ワ
ク
す
る
毎
日
を
過
ご
す
か
も
し
れ

な
い
し
、
辛
い
こ
と
を
経
験
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

や
り
き
る
こ
と
で
今
後
の
人
生
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
を
得
ら
れ
る
）

最
後
に
「
社
長
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
の
別
の
キ
ャ

リ
ア
の
可
能
性
が
開
け
、
選
択
の
幅
が

広
が
り
、
人
間
的
な
成
長
も
促
し
て
く

れ
た
。
大
変
だ
け
ど
や
り
が
い
が
あ
る
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
！
」
と
結
ば
れ
、
講
演
は
終
了
し
ま

し
た
。

〈
第
二
部

講
義
概
要
〉

第
二
部
は
「
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
」
と
し
て
、

当
会
事
業
課
長
の
町
田
恭
子
よ
り
、
午

後
の
個
人
ワ
ー
ク
に
繋
げ
る
た
め
の
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

・�
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
�
を
描
く
た

め
に
、
本
日
ト
ラ
イ
す
る
こ
と

①
個
人
の
視
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
再
構

築
す
る
た
め
に
、
自
身
の
将
来
あ
る
べ

き
姿
を
描
く
。

（
方
法
）「Can

・M
ust

・W
ill

」
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
。

②
方
向
を
決
め
て
歩
き
出
す
た
め
に
、

目
標
を
立
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
一

歩
踏
み
出
す
た
め
の
具
体
的
な
「
行
動

計
画
」
を
設
定
す
る
。

（
方
法
）
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め

の
「
目
標
と
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
。

・
ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
を
描
く
こ
と
で
、

自
分
の
仕
事
・
キ
ャ
リ
ア
を「
自
分
で
」

「
充
実
し
た
も
の
」
に
変
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。

・
人
生
の
主
役
は
自
分
。
受
身
の
精
神

で
は
な
く
、
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
自
分
で

握
る
イ
メ
ー
ジ
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ

と
が
大
切
。

〈
第
三
・
四
部

個
人
ワ
ー
ク
＆
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
〉

午
後
は
「『Can

・M
ust

・W
ill

』
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

「チャレンジの先にあるもの」
と題した㈱アストロスケール
伊藤美樹氏による基調講演

個人ワークでは、ワークとライフそれぞ
れに「Can・Must・Will」を書き出し自
身のキャリアについて考える

明日からの行動計画を「“あるべき姿”
への第一歩」として宣言する

第
二
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

テ
ー
マ「�
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
�を
描
き
、実
現
に

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
！
」〜
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ

ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
い
て
、一
歩
踏
み
出

す
た
め
の「
目
標
と
行
動
計
画
」を
設
定
す
る
〜「自分自身のキャリアを考える

ことの重要性」と題した当会
町田恭子による講義
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を
描
く
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」
に

分
け
て
、「Can

（
今
自
分
が
持
っ
て

い
る
ス
キ
ル
・
能
力
・
強
み
）」「M

ust

（
自
分
の
役
割
・
責
任
）」「W

ill

（
実

現
し
て
み
た
い
こ
と
）」
を
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
書
き
出
し
、
自
分
自
身
に
関
す

る
�
棚
卸
し
�
と
�
こ
れ
か
ら
�
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
に
取
組
み
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
書
き
出
し
た
内
容
を
基

に
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
キ

ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
3
つ
の
時
間
軸

で
作
成
し
ま
し
た
。

①
短
期
的
な
目
標
（
六
ヶ
月
程
度
で

実
現
し
た
い
こ
と
）、
②
中
期
的
な
目

標
（
二
〜
三
年
で
実
現
し
た
い
こ
と
）、

③
長
期
的
な
目
標
（
五
年
程
度
で
実
現

し
た
い
こ
と
）

続
い
て
「
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
と
し
て
作
成
し
、

「�
あ
る
べ
き
姿
�
へ
の
第
一
歩
」
と

し
て
の
明
日
か
ら
の
取
組
み
を
「
宣

言
」
と
し
て
纏
め
ま
し
た
。

〈
第
五
部

宣
言
〉

最
後
に
、「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」

に
お
け
る
目
標
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、

明
日
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
全
員
に
発

表
し
て
い
た
だ
く
時
間
を
設
け
、
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
「
一
歩
踏
み
出
す
」
大
切
さ
に
気
づ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加

者
か
ら
、

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
諦
め
、
二

の
足
を
踏
ん
で
い
る
状
態
だ
っ
た
が

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
方
が
人
生
を
よ
り

豊
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
気

づ
き
、
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
と
思
っ
た
。（
基
調
講
演
）

・
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
ノ
ー
プ
ラ
ン
だ

っ
た
が
、
将
来
に
向
け
て
自
分
な
り
に

少
し
ず
つ
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
思

っ
た
。（
特
別
講
演
）

・「Can

・M
ust

・W
ill

」
シ
ー
ト
を

記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
や
る
べ
き
事
、

課
題
解
決
す
る
べ
き
事
が
は
っ
き
り
し

た
。（
個
人
ワ
ー
ク
）

・
異
業
種
の
方
の
様
々
な
考
え
方
や
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
刺
激
を
受
け
た
（
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
）。

・
皆
さ
ん
の
前
で
声
に
出
し
て
発
表
し

た
こ
と
で
「
や
ら
な
く
て
は
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
れ
た
。（
宣
言
）

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い

く
上
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
る
と
と
も

に
、
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
や
プ
ラ
ン
を

描
い
て
実
現
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す

た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
二
二
日
、
青
年
経
営
者
部
会
の

「
千
葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会
」
が
千

葉
主
催
で
千
葉
市
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

㈱
東
日
本
製
鉄
所
千
葉
地
区
に
て
開
催

さ
れ
、
三
二
名
（
埼
玉
か
ら
は
八
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
視
察
会
概
要

ま
ず
は
じ
め
に
、
製
鉄
所
内
に
あ
る

見
学
セ
ン
タ
ー
に
て
、
岩
山
常
務
執
行

役
員
東
日
本
製
鉄
所
副
所
長
よ
り
歓
迎

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
次
に
製
鉄
所
の

概
要
説
明
、
紹
介
ビ
デ
オ
放
映
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
東
日
本
製
鉄
所

千
葉
地
区
は
「
川
崎
製
鉄
」
と
し
て
一

九
五
一
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
総
面

積
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
約
一

〇
倍
の
七
六
五
万
㎡
と
い
う
広
さ
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
に
川
崎
製

鉄
と
日
本
鋼
管
の
経
営
統
合
に
よ
り
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
東

日
本
製
鉄
所
は
旧
日
本
鋼
管
の
京
浜
地

区
と
千
葉
地
区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

千
葉
地
区
で
は
主
に
�
薄
板
�
と
呼
ば

れ
る
自
動
車
用
、
様
々
な
飲
料
水
用
缶
、

流
し
台
等
の
製
品
を
製
造
し
て
い
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
大
な
製
鉄
所
内
を
バ
ス

で
移
動
し
、
鋼
板
の
表
面
に
亜
鉛
メ
ッ

キ
を
す
る
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
機
械
は
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
長
さ
六
二
〇
ｍ
の
工
場
内

で
は
端
か
ら
端
ま
で
の
巨
大
な
ラ
イ
ン

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
担
当
者
よ
り
ロ

ー
ル
状
の
薄
板
に
メ
ッ
キ
を
す
る
工
程

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工

場
視
察
後
は
バ
ス
の
車
窓
よ
り
、
隣
接

す
る
「
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
」「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
説
明

を
受
け
視
察
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

視
察
後
は
、
同
社
の
「
み
や
ざ
き
倶

楽
部
」
に
移
動
し
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
千
葉
青
年
経
営
者
ク

ラ
ブ
浅
見
代
表
幹
事
よ
り
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
後
、
茨
城
県
青
年
経
営

研
究
会
の
栗
山
会
長
よ
り
乾
杯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
千
葉
・
茨
城
・
埼
玉
の
各

青
年
部
会
員
同
士
で
、
視
察
会
の
感
想

や
近
況
報
告
を
行
い
、
互
い
に
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
最
後
に
当
部
会
の
臼
田

部
会
長
の
一
本
締
め
で
懇
親
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会

千
葉
・
茨
城
と
の
合
同
例
会
（
千
葉
主
催
）

「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
東
日
本
製
鉄
所
千
葉
地
区

視
察
会
」
を
開
催

製造過程等の説明をうかがう見学センター内にて

千葉・茨城メンバーとの交流会中締めのご挨拶をする
臼田 和弘部会長
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質疑応答

三
月
一
八
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の

三
月
例
会
を
開
催
し
二
三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
例
会
は
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、

メ
ン
バ
ー
企
業
の
様
々
な
取
組
み
を
発

表
い
た
だ
く
「
メ
ン
バ
ー
例
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
お
二
方

か
ら
、
各
取
組
み
内
容
や
取
組
み
に
至

る
ま
で
の
経
緯
、
取
組
む
中
で
の
ご
苦

労
な
ど
に
関
し
て
ご
発
表
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
事
例
発
表
①

「
真
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
み

な
ぜ
、
そ
の
方
向
へ
向
か
っ
た
か
」

株
式
会
社

デ
サ
ン

代
表
取
締
役
社
長

藤
池
一
誠
氏

〈
概
要
〉
い
か
に
収
益
を
上
げ
な
が
ら
、

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
か
に
挑
戦
。

短
時
間
勤
務
・
残
業
時
間
削
減
・
モ
バ

イ
ル
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
全
社
一
丸
と

な
っ
て
三
年
間
取
り
組
ん
だ
結
果
、
残

業
時
間
は
半
分
に
、
業
績
は
一
・
五
倍

に
。
今
後
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。

〈
発
表
〉

・「
働
き
方
改
革
」
は
「
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
」
…
こ
こ
を
逃
し
た
ら
、
全
社
改

革
を
す
る
時
は
な
い
、
自
社
に
と
っ
て

「
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
た
。

・
時
間
（
量
）
で
稼
ぐ
の
で
は
な
く
、

価
値（
質
）で
稼
ぐ
…
時
間（
仕
事
量
）

で
稼
ぐ
の
で
は
な
く
、
真
の
サ
ー
ビ
ス

（
質
）
を
提
供
し
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
全
社
員
が
稼
ぐ
。
そ
の
た
め
に
、

社
長
と
し
て
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
腹
を
く

く
っ
て
取
組
ん
だ
。
経
営
革
新
計
画
の

達
成
な
ど
の
「
見
え
る
化
」
に
着
手
し
、

手
本
と
な
る
仕
事
を
自
ら
達
成
し
て
、

自
ら
結
果
を
出
し
た
。

・
働
き
方
改
革
は
「
包
括
的
（
強
制
力

と
納
得
感
）
に
取
組
む
」
こ
と
が
必
要

…
「
見
え
る
化
」「
変
わ
っ
た
感
」
が

あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
「
腹
落
ち
感
」「
期
待
感
」
が
重

要
。
※
具
体
例

就
業
規
則
の
見
直
し

や
処
遇
改
善
を
実
施
。
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し

た
「
業
務
の
効
率
化
が
見
え
る
仕
掛
け

づ
く
り
」
や
「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
の
実

践
」
に
取
組
む
。

・
な
ぜ
、
そ
の
方
向
へ
向
か
っ
た
か
…

「
働
き
方
改
革
は
意
識
改
革
（
変
化
を

嫌
う
体
質
を
払
拭
す
る
）」。
社
長
以
下
、

全
社
員
が
�
同
じ
方
向
へ
と
歩
ま
ざ
る

を
え
な
い
�
極
め
て
わ
か
り
や
す
い
ツ

ー
ル
だ
っ
た
。

会
社
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
せ
、

生
き
残
り
、
勝
ち
続
け
る
会
社
へ
と
成

長
し
続
け
さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
、
や

る
し
か
な
い
と
い
う
気
構
え
で
自
ら
ま

ず
実
行
し
取
組
ん
だ
。

◇
事
例
発
表
②

「
事
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
差
別

化
の
取
組
み
〜
医
療
施
設
に
特
化
し

た
『
居
る
ま
ま
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』

ReiL

事
業
〜
」

埼
和
興
産

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

北
浜
雄
嗣
氏

〈
概
要
〉
都
内
の
病
院
の
改
修
工
事
を

き
っ
か
け
に
、
入
院
患
者
を
抱
え
る
病

院
で
は
、
診
療
し
な
が
ら
工
事
を
す
る

需
要
が
多
い
と
み
て
、
医
療
施
設
を
対

象
に
、
診
療
を
続
け
な
が
ら
進
め
ら
れ

る
改
修
工
事
を
事
業
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
。
施
工
手
順
の
ほ
か
、
騒
音
や
振
動

の
少
な
い
施
工
方
法
な
ど
を
取
り
入
れ

て
、
移
転
や
工
事
中
の
休
診
が
難
し
い

医
療
施
設
の
需
要
を
取
り
込
む
。
付
加

価
値
の
高
い
事
業
で
、
価
格
競
争
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
収
益
確
保
策
を
拡
充
す

る
。

〈
発
表
〉

・
事
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
至
る
背
景

…
営
業
の
際
に
、
総
合
建
設
業
を
「
何

で
も
出
来
ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
が
、
裏
返
せ
ば
「
何
も
出
来
な
い
」

こ
と
と
気
づ
き
、
こ
の
現
状
を
打
破
し

た
い
と
考
え
た
。

・
誕
生
の
経
緯
…
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
同
業
他
社
へ
の
視
察
を
機

に
、
事
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
決
断
。
中

期
経
営
計
画
を
立
て
新
規
事
業
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
さ
せ
る
。
某
病
院

の
改
修
工
事
の
際
に
、
病
院
・
医
療
施

設
の
患
者
が
居
な
が
ら
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
こ
の
事
業
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
決
断
す
る
。

・
居
る
ま
ま
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…

医
療
機
関
に
、
休
診
（
診
療
を
休
ま
な

い
）・
一
時
移
転
を
強
い
る
こ
と
な
く

院
内
の
設
備
空
間
価
値
向
上
を
実
現
す

る
、
自
社
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
。（「
建
物
の
価

値
を
高
め
る
」×「
機
会
損
失
を
防
ぐ
」）

・
三
つ
の
特
徴
…
①
本
当
に
居
る
ま
ま

（
休
診
・
一
時
移
転
の
必
要
が
な
い
た

め
、
病
院
側
の
機
会
ロ
ス
・
移
転
に
伴

う
コ
ス
ト
が
発
生
し
な
い
）
②
専
門
部

隊
の
存
在
（
医
療
・
病
院
に
精
通
し
て

い
る
自
社
メ
ン
バ
ー
が
、
細
か
な
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
施
工
を
実
施
）
③
大
手
が

し
な
い
こ
と
ま
で
（
外
壁
・
耐
震
補
強

等
の
大
規
模
工
事
か
ら
、
ド
ア
ノ
ブ
一

個
の
交
換
と
い
う
小
規
模
工
事
に
も
対

応
）

・
事
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
効
果
…

①
営
業
手
法
が
変
化
（「
何
で
も
出
来

ま
す
」
か
ら
「
こ
れ
が
得
意
で
す
」
に

変
化
）
し
、
目
標
が
明
確
に
な
っ
た

②
社
員
の
成
長
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出

増
・
商
品
開
発

各
発
表
後
は
、
質
疑
応
答
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

事
例
発
表
の
流
れ
を
受
け
「
生
産
性

向
上
の
た
め
の
取
組
み
」「
働
き
方
改

革
」「
差
別
化
の
取
組
み
、
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
全
員

で
情
報
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

・
オ
フ
ィ
ス
兼
住
宅
と
い
う
ス
タ
イ
ル

の
営
業
所
を
展
開
し
て
い
る
。
最
近
は

女
性
を
多
く
採
用
し
、
女
性
の
活
躍
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
る

青
年
経
営
者
部
会

三
月
例
会
開
催

第
一
回
メ
ン
バ
ー
例
会

（
事
例
発
表
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
開
催

事例発表①
㈱デサン 藤池一誠氏

事例発表②
埼和興産㈱ 北浜雄嗣氏
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・
中
小
企
業
の
生
き
残
り
を
か
け
て
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
。

・
業
種
に
よ
っ
て
「
差
別
化
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、

週
休
三
日
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

も
出
始
め
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
取
組
み
も
「
差
別
化
」
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
自
社
で
も
長

時
間
労
働
を
変
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
て
も
な
か
な
か
出
来
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
が
「
最
後
は
社
長
が
腹
を
く
く

っ
て
や
る
し
か
な
い
」
と
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
た
。

・
働
き
方
改
革
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

ち
ょ
う
ど
自
社
で
も
考
え
て
お
り
、
参

考
に
な
っ
た
。
経
営
者
と
し
て
覚
悟
を

も
っ
て
進
む
べ
き
方
向
を
決
め
、
勇
気

を
も
っ
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
気
づ
い
た
。

最
後
に
、
望
月
諭
副
部
会
長
（
望
月

印
刷
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
「
働

き
方
改
革
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お
話

し
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
同
時

に
、
お
二
人
の
取
組
み
は
違
え
ど
も
、

覚
悟
を
も
っ
て
信
念
を
も
っ
て
『
や
り

抜
く
』
と
い
う
マ
イ
ン
ド
の
部
分
を
強

く
感
じ
た
。『
や
り
抜
く
覚
悟
』
を
そ

れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰
り
、
自
社
経
営
に
活

か
し
た
い
」
と
の
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

続
く
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
社
の
取
組
み
や
近
況

に
関
し
て
報
告
を
行
い
、
情
報
交
換
や

相
互
交
流
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
新
た
な
企
画
と

し
て
「
第
一
回
勉
強
会
�
学
び
合
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
�
経
営
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
、

経
営
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
読

書
会
＆
意
見
交
換
会
」
を
三
月
二
七
日

に
開
催
し
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
今
の
時
代
こ
そ
、
経

営
者
に
は
、
自
分
の
型
を
確
立
し
た
後

も
「
固
ま
り
か
け
た
自
分
」
を
も
う
一

度
壊
わ
し
、成
長
し
続
け
る
た
め
の「
学

び
ほ
ぐ
す
力
」
が
必
要
で
す
。「
学
び

ほ
ぐ
し
」
と
は
、
一
度
固
ま
っ
た
知
識

の
か
た
ま
り
を
ほ
ぐ
し
、
必
要
の
な
い

も
の
を
捨
て
、
知
識
を
組
み
直
す
作
業

で
す
。
そ
の
「
学

び
ほ
ぐ
し
」
の
機

会
を
経
営
者
同
士

で
共
有
し
、
あ
ら

た
め
て
「
経
営
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
に
関
し
て
学

び
合
う
機
会
と
し

て
て
、
新
た
な
学

び
の
場
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。

◇
発
表
さ
れ
た
書
籍

「『
売
る
』
か
ら
『
売
れ
る
』
へ
。

水
野
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ

ン
講
義
」
水
野

学
著

「
勝
ち
続
け
る
会
社
を
つ
く
る
起
業
の

の
教
科
書
」
野
坂
英
吾
著

「
現
場
論
『
非
凡
な
現
場
』
を
つ
く
る

論
理
と
実
践
」
遠
藤

功
著

「
イ
キ
イ
キ
働
く
た
め
の
経
営
学
」

佐
々
木
圭
吾
・
高
橋
克
徳
著

◇
発
表

「
書
籍
の
内
容
紹
介
（
主
な
ポ
イ
ン

ト
・
主
張
）」「
書
籍
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

「
今
後
の
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
」
に

関
し
て
発
表
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

紹
介
さ
れ
た
書
籍
か
ら
様
々
な
情
報

を
得
ら
れ
、
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、

取
り
上
げ
た
書
籍
の
テ
ー
マ
に
準
じ
た

自
組
織
の
課
題
を
開
示
し
て
お
互
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
っ
た
り
と
、
相
互

交
流
・
相
互
研
鑽
に
繋
が
る
大
変
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

開
催

十
一
月
二
六
日
㈪
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
の
強
み
を
活
か
し
、
効
率
よ

く
仕
事
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏

に
よ
る
講
座
、「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
二

一
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」開
催

十
二
月
八
日
㈯
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
自
分
の
仕
事

や
時
間
の
使
い
方
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
実

践
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
一
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
チ
ー
ム
力
を
高
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
」開
催

十
二
月
十
四
日
㈮
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
で

仕
事
を
行
い
、
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
に
ど

の
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
学
ぶ

こ
と
目
的
と
し
て
、
早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
チ
ー

ム
力
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ディスカッション①

青
年
経
営
者
部
会

第
一
回
勉
強
会
�
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
�
開
催

発表風景

書籍・発表資料例

【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

意見交換風景
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受講風景

術
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
三

一
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
向
上
」開
催

一
月
十
八
日
㈮
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
単
に
人
間
関

係
を
築
く
だ
け
で
は
な
く
、
効
率
よ
く

仕
事
を
進
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験

的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵

子
氏
に
よ
る
講
座
、「
対
人
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
三
六
名
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」開
催

一
月
二
六
日
㈯
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
相
手
や
周
囲

の
気
持
ち
や
感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
自

分
自
身
も
表
現
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
に
よ
る
講

座
、「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
二
六
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」開
催

二
月
五
日
㈫
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
日
常
感
じ
る
ス

ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
や
折
れ
な
い
心
の

つ
く
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

喜
多

朋
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
三
一
名
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク
テ

ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」開
催

二
月
十
五
日
㈮
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
他
者
か
ら
本

音
を
引
き
出
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
信
頼
関
係

を
築
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
三
二
名
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
磨
く
」開
催

二
月
二
三
日
㈯
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
は
何
か
を
知
り
、
職
場
に
お
い

て
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
た
め
に
、
不
安
感
の
払
拭
と
動

機
づ
け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
に
よ

る
講
座
、「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
磨
く
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
二
五
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
話
し
方
・
伝
え
方
」

開
催

二
月
二
八
日
㈭
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
会
議
や
発
表

な
ど
の
場
面
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

能
勢

み
ゆ
き
氏
に
よ
る
講
座
、「
話
し
方
・

伝
え
方
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

三
五
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」開
催

三
月
四
日
㈪
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
相
手
や
周
囲
の

気
持
ち
や
感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分

自
身
も
表
現
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
に
よ
る
講
座
、

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

二
九
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一

年
休
五
日
の
使
用
者

の
時
季
指
定
義
務
の
法
改

正
を
め
ぐ
っ
て（
そ
の
一
）

一
�
四
月
一
日
以
降
も
改
正
法
に
伴
う

就
業
規
則
の
届
出
を
し
て
い
な
い
場

合
は

働
き
方
改
革
推
進
法
に
お
い
て
労
働

基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
、
年
次
有
給
休
暇
が
当
該

年
度
に
お
い
て
一
〇
日
以
上
付
与
さ
れ

た
労
働
者
に
対
し
、
当
該
年
度
の
付
与

日
（
基
準
日
）
か
ら
一
年
以
内
に
五
日

（
本
人
が
時
季
指
定
し
た
り
、
計
画
休

暇
に
よ
り
取
得
し
た
日
数
を
控
除
す

る
）
の
付
与
義
務
（
使
用
者
の
方
が
年

休
日
を
指
定
し
て
年
休
を
取
ら
せ
る
義

務
）
が
課
さ
れ
、
今
年
の
四
月
一
日
か

ら
中
小
企
業
も
含
め
て
全
労
働
基
準
法

の
適
用
事
業
場
の
義
務
と
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
法
第
三
十
九
条
第
七

項
に
お
い
て
「
使
用
者
は
、
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
有
給
休

暇
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
使
用
者
が

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
有
給
休
暇
の

日
数
が
十
労
働
日
以
上
で
あ
る
労
働
者

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及

び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）
の
日
数
の

う
ち
五
日
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
（
継

続
勤
務
し
た
期
間
を
六
箇
月
経
過
日
か

ら
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
（
最

後
に
一
年
未
満
の
期
間
を
生
じ
た
と
き

は
、
当
該
期
間
）
の
初
日
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
か
ら
一

年
以
内
の
期
間
に
、
労
働
者
ご
と
に
そ

の
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
、
こ
の

五
日
か
ら
労
働
者
本
人
が
取
得
し
た
日

数
は
除
い
た
（
同
条
第
八
項
）
残
日
数

の
付
与
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。（
こ
の

点
に
つ
い
て
は
第
一
図
参
照
の
こ
と
。）

こ
の
改
正
の
趣
旨
は
、
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
が
低
迷
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
正
社
員
の
約
十
六
％
が
年
休
を
一
日

も
取
得
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
年
休
を

ほ
と
ん
ど
取
得
し
て
い
な
い
労
働
者
に

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
二
〇
回
―

働
き
方
改
革
推
進
法
に
よ
る

就
業
規
則
改
正
の
実
務
⑴

弁
護
士

安

西

�

�

連載

�
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つ
い
て
は
長
時
間
労
働
者
の
比
率
が
高

い
実
態
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

個
人
の
請
求
に
委
ね
て
い
た
の
で
は
年

休
取
得
に
躊
躇
の
心
理
が
働
く
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
年
五
日
以
上
の
年
休

の
取
得
が
確
実
に
行
わ
れ
る
仕
組
み
と

し
て
導
入
し
た
改
正
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
休
暇
に
関
す
る
事
項
は
、

就
業
規
則
の
「
絶
対
的
必
要
記
載
事

項
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
休

暇
に
関
す
る
事
項
は
就
業
規
則
の
絶
対

的
必
要
記
載
事
項
で
あ
る
た
め
、
使
用

者
が
法
第
三
十
九
条
第
七
項
に
よ
る
時

季
指
定
を
実
施
す
る
場
合
は
、
時
季
指

定
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
及
び

時
季
指
定
の
方
法
等
に
つ
い
て
、
就
業

規
則
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。」（
平

成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
基
発
一
二

二
八
第
十
五
号
第
三
の
答
十
四
）
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
労
働
基
準
法
の
改
正

の
内
容
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
を
改
正

し
所
轄
労
基
署
長
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
る
（
労
基
法
第
八
十
九
条
）。
し
た

が
っ
て
、
す
で
に
改
正
・
届
出
済
み
の

企
業
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
中
小
零

細
企
業
の
中
に
は
改
正
・
届
出
を
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
場
合
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
就
業
規
則
の
条
項
の
中
に

は
、
就
業
規
則
の
定
め
が
労
働
条
件
を

創
設
す
る
効
力
要
件
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
（
例
え
ば
、
変
形
労
働
時
間

制
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
）
が
、

そ
の
場
合
は
就
業
規
則
の
作
成
に
よ
り

は
じ
め
て
有
効
な
労
働
条
件
と
な
る
た

め
、
施
行
日
ま
で
に
は
就
業
規
則
を
改

正
し
、
そ
れ
を
労
働
者
に
周
知
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
今
回
の
本
制
度
は
、
法
定

の
労
働
条
件
で
あ
り
、
就
業
規
則
の
定

め
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
年
四
月

一
日
か
ら
こ
の
制
度
は
労
働
条
件
と
し

て
適
用
さ
れ
、
そ
の
義
務
を
履
行
し
な

い
と
使
用
者
は
労
働
契
約
上
の
債
務
不

履
行
と
な
る
と
と
も
に
、
労
基
法
違
反

と
し
て
罰
則
の
適
用
の
対
象
と
な
る
と

い
う
効
力
を
有
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
四
月
一
日
ま
で
に
就

業
規
則
を
改
正
し
、
労
働
者
の
過
半
数

が
加
入
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
は

そ
の
組
合
の
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
労

働
者
過
半
数
代
表
者
の
意
見
を
聴
い
て

（
所
轄
労
基
署
長
に
）
届
け
出
る
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
就
業
規
則
改

正
・
届
出
と
い
っ
た
手
続
が
と
ら
れ
て

い
な
く
て
も
、
労
働
者
に
対
し
て
は
労

働
条
件
と
し
て
有
効
と
な
り
、
本
年
四

月
一
日
か
ら
は
使
用
者
と
し
て
は
こ
の

制
度
を
適
用
す
る
義
務
が
発
生
し
て
い

る
。そ

こ
で
、
本
制
度
の
就
業
規
則
の
作

成
・
届
出
は
、
労
働
者
に
対
す
る
法
律

上
の
義
務
の
確
認
的
、
保
障
的
役
割
を

有
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

使
用
者
と
し
て
は
、
速
や
か
に
本
制

度
の
導
入
を
担
保
す
る
た
め
に
改
正
法

の
内
容
の
就
業
規
則
化
を
図
る
べ
き
で

は
あ
る
が
、
法
的
効
力
の
関
係
で
は
、

作
成
・
届
出
は
効
力
要
件
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

し
か
し
、本
制
度
の
就
業
規
則
改
正
・

届
出
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
は
、
必

要
記
載
事
項
の
不
備
と
し
て
、
労
基
法

第
八
十
九
条
、
第
九
十
条
第
一
項
違
反

で
あ
る
。

と
は
い
え
、
実
際
に
は
中
小
零
細
事

業
場
で
は
な
か
な
か
就
業
規
則
の
改
正

届
の
事
務
手
続
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
労
基
監
督
官
の

臨
検
監
督
を
受
け
た
場
合
は
作
成
届
出

義
務
違
反
と
し
て
行
政
指
導
の
対
象
と

な
る
。
な
お
、
本
年
一
月
一
日
か
ら
実

施
の
「
労
働
基
準
監
督
官
行
動
規
範
」

で
は
、「
監
督
官
は
、
法
令
違
反
が
あ

っ
た
場
合
は
、
違
反
の
内
容
や
是
正
の

必
要
性
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
主
の
方
に
よ
る
自
主
的
な
改

善
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
法
令
違
反
の

是
正
に
取
り
組
む
事
業
主
の
方
の
希
望

に
応
じ
、
き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
や

具
体
的
な
取
組
方
法
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。」

（
同
規
範
第
三
項
）と
さ
れ
、
ま
た「
監

督
官
は
、
中
小
企
業
等
の
事
業
主
の
方

に
対
し
て
は
、
そ
の
法
令
に
関
す
る
知

識
や
労
務
管
理
体
制
の
状
況
を
十
分
に

把
握
、
理
解
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
な

相
談
・
支
援
を
通
じ
た
法
令
の
趣
旨
・

内
容
の
理
解
の
促
進
等
に
努
め
ま

す
。」（
第
五
項
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
厳
し
い
指
摘
は
う
け
な

い
と
思
わ
れ
る
。

二
�
使
用
者
が
「
時
季
指
定
」
に
よ
り

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は

年
休
は
、
労
基
法
で
「
使
用
者
は
、

年
次
有
給
休
暇
を
労
働
者
の
請
求
す
る

時
季
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第

三
九
条
第
五
項
）
と
定
め
、
労
働
者
に

年
休
を
取
得
す
る
時
季
指
定
権
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
年
次
有
給

休
暇
は
、
労
働
者
が
自
分
の
方
で
希
望

す
る
日
に
自
分
が
使
用
者
に
請
求
し
て

取
得
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の

方
が
指
定
し
て
付
与
さ
せ
る
義
務
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
判
例
に
よ
る
と
、「
労

働
者
が
そ
の
有
す
る
休
暇
日
数
の
範
囲

内
で
、
具
体
的
な
休
暇
の
始
期
と
終
期

を
特
定
し
て
右
の
時
季
指
定
を
し
た
と

き
は
、
客
観
的
に
同
条
三
項
但
書
所
定

の
事
由
が
存
在
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
理

由
と
し
て
使
用
者
が
時
季
変
更
権
の
行

使
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
右
の
指
定
に
よ

っ
て
年
次
有
給
休
暇
が
成
立
し
、
当
該

労
働
日
に
お
け
る
就
労
義
務
が
消
滅
す

る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」（
昭
四
八
・
三
・
二
最
高
裁
第
二

小
法
廷
白
石
営
林
署
事
件
判
決
）
と
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、
労
働
者
側
に
「
時

季
指
定
権
」
が
あ
り
、
使
用
者
が
時
季

変
更
権
を
行
使
し
な
い
か
ぎ
り
、（
同

条
第
五
項
但
し
書
き
）
労
働
者
の
指
定

し
た
日
が
休
暇
日
と
な
る
も
の
で
、
年

休
取
得
は
労
働
者
の
権
利
で
あ
る
。

し
か
し
、
労
働
者
の
自
由
請
求
に
任

せ
て
い
た
の
で
は
、
実
際
上
、
労
働
者

の
年
休
取
得
日
数
は
極
め
て
少
な
く
、

休
暇
を
取
得
し
な
い
で
労
務
を
継
続
す

る
こ
と
は
健
康
上
も
有
害
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
今
回
の
改
正
法
は
逆
に
使
用

者
の
方
に
五
日
分
に
つ
い
て
の
時
季
指

定
権
を
与
え
て
付
与
す
る
義
務
を
課
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
使
用
者

が
時
季
を
指
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

施
行
規
則
第
二
十
四
条
の
六
に
お
い
て

「
使
用
者
は
、
法
第
三
十
九
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
労
働
者
に
有
給
休
暇
の

時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
る
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
有
給
休
暇
を
与
え
る

こ
と
を
当
該
労
働
者
に
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
そ
の
時
季
に
つ
い
て
当
該
労
働

者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
使
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
聴

取
し
た
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
て
い
る

が
、「
使
用
者
が
指
定
し
た
時
季
に
つ

い
て
、
労
働
者
が
変
更
す
る
こ
と
は
で

〔第一図〕使用者の時季指定による
五日の年休付与義務

（注）10日以上付与の基準日が、本年4月1日以
降の労働者に適用

―20―



き
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
側

に
時
季
変
更
権
は
な
い
。
な
お
「
使
用

者
が
指
定
し
た
後
に
労
働
者
に
変
更
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
使
用
者
は
再
度
意
見

を
聴
取
し
、
そ
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。」（
第
二
図
参
照
）
と

さ
れ
て
い
る
。

三
�
五
日
の
年
休
の
「
時
季
指
定
」
を

め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
就
業
規
則
と

し
た
ら
よ
い
か

そ
こ
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
年
休
五

日
の
使
用
者
の
時
季
指
定
付
与
の
制
度

に
つ
い
て
、
就
業
規
則
を
使
用
者
が
作

成
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
就
業
規
則

と
し
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
例
示
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

㈠

法
律
の
条
文
の
と
お
り
規
定
化
す

る
場
合
（
例
）

（
年
休
の
時
季
指
定
付
与
）

第
○
○
条

会
社
は
、
年
次
有
給
休
暇

の
基
準
日
（
〇
月
〇
日
。
以
下
「
基

準
日
」と
い
う
。）
に
お
い
て
、
年
休

の
日
数
が
、
10
日
以
上
の
従
業
員

（
前
年
か
ら
の
繰
越
し
日
数
を
除

く
。）
に
対
し
、
当
該
年
休
の
う
ち

5
日
に
つ
い
て
は
、
基
準
日
か
ら
1

年
以
内
の
期
間
に
会
社
が
時
季
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
る
。
た
だ
し
、

従
業
員
が
自
ら
時
季
を
指
定
し
て
取

得
し
た
休
暇
日
数
ま
た
は
第
○
○
条

の
計
画
的
付
与
に
よ
り
取
得
し
た
休

暇
日
数
は
、
5
日
か
ら
控
除
す
る
。

（
注
）
な
お
、
従
業
員
の
当
該
年
度
中

の
取
得
日
数
に
は
前
年
か
ら
の
繰
り

越
し
分
の
取
得
も
「
五
日
」
に
含
む
。

㈡

労
働
者
の
取
得
義
務
と
使
用
者
の

時
季
指
定
に
従
う
義
務
の
規
定

本
来
は
、
労
働
者
自
身
が
五
日
以
上

の
年
休
を
自
主
的
に
取
得
す
る
の
が
年

休
制
度
の
趣
旨
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

労
働
者
が
五
日
以
上
取
得
し
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
の
で
、
会
社
の
時
季
指
定
義

務
が
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
使
用
者
が
時
季
指
定
し
て
も
、
こ

れ
に
労
働
者
が
従
わ
な
い
結
果
、
当
該

労
働
者
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
日
数
が

五
日
に
満
た
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

会
社
が
五
日
の
付
与
義
務
の
法
違
反
を

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以

下
の
と
お
り
、
労
働
者
に
、
会
社
の
時

季
指
定
に
従
う
よ
う
義
務
づ
け
る
規
定

を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
そ
の
1
）

（
従
業
員
の
五
日
以
上
の
取
得
義
務
）

第
○
○
条

従
業
員
は
、
基
準
日
に
10

日
以
上
の
年
休
請
求
権
を
有
す
る
場

合
に
は
、
当
該
日
か
ら
1
年
以
内
に

5
日
以
上
の
年
休
を
計
画
的
に
取
得

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
会
社
は
、
従
業
員
の
取
得

日
が
5
日
に
不
足
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
と
き
は
、
残
日
数
に
つ
い
て

従
業
員
の
意
見
を
聴
い
て
取
得
日
を

指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、

従
業
員
は
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
そ
の
2
）

（
年
休
の
時
季
指
定
付
与
）

第
○
○
条

会
社
は
、
年
次
有
給
休
暇

が
10
日
以
上
付
与
さ
れ
た
従
業
員
に

対
し
て
は
、
付
与
日
か
ら
1
年
以
内

に
、
当
該
従
業
員
の
有
す
る
年
次
有

給
休
暇
日
数
の
う
ち
5
日
に
つ
い
て
、

会
社
が
、
当
該
従
業
員
の
意
見
を
聴

取
し
た
上
で
、
時
季
を
指
定
し
て
取

得
さ
せ
る
。た
だ
し
、従
業
員
が
自
ら

時
季
を
指
定
し
て
取
得
し
た
日
数
又

は
計
画
年
休
に
よ
り
取
得
し
た
日
数

に
つ
い
て
は
、
5
日
か
ら
控
除
す
る
。

②

従
業
員
が
、
前
項
の
年
次
有
給

休
暇
の
指
定
を
受
け
た
場
合
は
、
特

別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
従
業
員
は
、

指
示
に
従
い
年
次
有
給
休
暇
を
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈢

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
統
一
し

た
基
準
日
の
定
め
を
設
け
る
場
合

年
休
の
発
生
に
つ
い
て
統
一
し
た
基

準
日
を
定
め
な
く
て
も
、
法
律
上
は
、

「
使
用
者
は
、
そ
の
雇
い
入
れ
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
箇
月
間
継
続
勤
務
し
全

労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者

に
対
し
て
、
継
続
し
、
又
は
分
割
し
た

十
労
働
日
の
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」（
同
第
三
項
）
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
当
該
日
（
す
な
わ
ち
、

継
続
勤
務
し
た
期
間
を
六
箇
月
経
過
日

か
ら
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
各
期
間
）

の
初
日
を
基
準
日
と
い
う
の
で
、
そ
の

日
か
ら
一
年
以
内
の
期
間
に
、
労
働
者

ご
と
に
五
日
を
与
え
れ
ば
よ
く
、
事
業

場
と
し
て
特
に
統
一
し
た
基
準
日
を
設

け
な
く
て
も
よ
い
。

し
か
し
、
会
社
に
よ
る
時
季
指
定
の

対
象
期
間
の
起
算
日
と
な
る
基
準
日
に

つ
い
て
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
管
理
の

必
要
性
の
観
点
か
ら
も
、
規
定
し
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

例
が
考
え
ら
れ
る
。

（
年
次
有
給
休
暇
）

第
○
○
条

入
社
後
6
カ
月
間
継
続
勤

務
し
、
そ
の
間
の
所
定
勤
務
日
数
の

8
割
以
上
勤
務
し
た
従
業
員
（「
要

件
充
足
者
」
と
い
う
。）
に
は
、
10

日
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
、
そ

の
後
毎
年
4
月
1
日
（「
基
準
日
」

と
い
う
。）
を
も
っ
て
要
件
充
足
者

に
は
下
表
の
と
お
り
の
年
次
有
給
休

暇
を
付
与
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
年
度
の
10
月
1
日

以
降
入
社
し
た
従
業
員
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
6
ヵ
月
間
継
続
勤
務
し
た
要

件
充
足
者
に
は
、
10
日
の
年
次
有
給

休
暇
を
付
与
し
、
そ
の
翌
年
4
月
1

日
を
も
っ
て
同
様
に
11
日
を
付
与
す

る
も
の
と
し
、
以
降
は
毎
年
4
月
1

日
を
基
準
日
と
し
て
下
表
の
と
お
り

年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
。

勤
続
年
数

日
数

勤
続
年
数

日
数

1
年
以
上

11
日

4
年
以
上

16
日

2
年
以
上

12
日

5
年
以
上

18
日

3
年
以
上

14
日

6
年
以
上

20
日

②

前
項
の
年
次
有
給
休
暇
は
、
2

年
間
有
効
（
時
効
期
間
）
と
す
る
。

③

従
業
員
は
、
希
望
す
る
時
季
に

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
で
き
る
。
た

だ
し
、
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ

る
と
き
は
、
会
社
は
他
の
日
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）
本
就
業
規
則
例
は
、
十
月
一
日

以
降
の
中
途
入
社
者
は
、
法
定
要
件

を
充
足
し
た
日
か
ら
年
次
有
給
休
暇

を
付
与
し
、
次
年
の
四
月
一
日
を
も

っ
て
基
準
日
の
統
一
を
図
っ
て
、
十

一
日
付
与
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下

法
定
ど
お
り
増
加
し
た
付
与
と
す
る

規
定
例
で
あ
る
。

〔第二図〕年休5日の付与義務の
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Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
進
展
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11

等
の
経
済
連
携
協
定
の
発
効
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
な
ど
、
産
業
社
会
に
は

大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。

平
成
31
年
度
予
算
で
は
、
県
内
中
小

企
業
者
が
産
業
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

健
全
な
発
展
が
図
れ
る
よ

う
、
産
業
・
労
働
両
分
野

に
お
い
て
各
種
施
策
を
展

開
す
る
。

産
業
分
野
で
は
、
農
大

跡
地
を
中
心
と
し
た
成
長

産
業
の
集
積
、「
先
端
産

業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進
を
図
り
、
県
内
に

新
た
な
産
業
を
育
成
し
て

い
く
。
そ
の
他
、「
ジ
ェ

ト
ロ
埼
玉
」
に
よ
る
海
外

展
開
支
援
の
強
化
、「
酒
」

に
着
目
し
た
産
業
や
観
光

の
振
興
、
環
境
対
応
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
へ
の
転
換
支
援

に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

労
働
分
野
で
は
、
労
働
力
不
足
へ
の

対
応
、
多
彩
な
人
材
の
活
躍
に
視
点
を

置
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
就

職
氷
河
期
世
代
の
若
者
へ
の
支
援
を
実

施
し
て
い
く
ほ
か
、「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
埼
玉
版
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
更
な

る
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
進
め

る
こ
と
で
、
県
内
中
小
企
業
の
「
稼
ぐ

力
」
を
強
化
し
、
県
内
経
済
の
活
性
化

及
び
発
展
を
図
っ
て
い
く
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

（

）
内
は
平
成
31
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

1

新
た
な
産
業
の
育
成
と
企
業
誘
致

の
推
進

①

先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

（
8
9
9
�
0
6
1
）

�
先
端
産
業
5
分
野
に
つ
い
て
研
究
開

発
や
事
業
化
を
支
援

�
新
た
に
企
業
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
導
入

等
に
対
し
て
助
成
す
る
ほ
か
、
自
動
運

転
バ
ス
の
実
証
実
験
な
ど
を
実
施

�
担
当
課

県
先
端
産
業
課

②

農
大
跡
地
等
の
活
用
の
推
進

（
4
�
3
0
6
�
5
5
2
）

�
農
大
跡
地
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理

や
環
境
影
響
事
後
調
査
な
ど
を
実
施

�
周
辺
地
域
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
な
ど

の
技
術
開
発
を
支
援
す
る
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
を
整
備

�
鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
13
市

町
に
お
い
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
の
促
進
（
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
）
や
Ａ
Ｉ
の
利
用
環
境
整
備
、
人

材
育
成
な
ど
を
実
施

�
担
当
課

県
次
世
代
産
業
拠
点
整
備

担
当
、
県
企
業
立
地
課

③

新
た
な
映
像
技
術
の
活
用
支
援

（
7
�
9
4
0
）

�
最
新
映
像
技
術
を
用
い
た
試
作
品
開

発
の
実
証
実
験

�
最
新
映
像
技
術
と
県
内
企
業
の
光
学

技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
発
展
性
や
経
済

波
及
効
果
を
調
査

�
担
当
課

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業

支
援
課

④

企
業
誘
致
の
推
進

（
1
�
6
7
7
�
2
6
4
）

�
市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
誘
致
や
立

地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

�
新
た
に
「
鶴
ヶ
島
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

周
辺
地
域
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
地
域

経
済
牽
引
事
業
者
の
設
備
導
入
（
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
）
に
対
し
て
助
成

�
担
当
課

県
企
業
立
地
課

2

県
内
経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
の

支
援

①

中
小
企
業
の
課
題
解
決
型
連
携
に

向
け
た
支
援
（
1
0
1
�
6
3
5
）

�
新
た
に
産
業
振
興
公
社
に
シ
ニ
ア
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
テ
ー
マ

毎
の
交
流
会
を
開
催

�
大
企
業
等
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
中
小
企
業
に
よ
る
連
携
グ
ル
ー
プ
を

組
成
し
、
試
作
品
開
発
等
へ
の
支
援
を

実
施

�
担
当
課

県
産
業
支
援
課

②

創
業
の
支
援（

1
1
9
�
1
8
2
）

�
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

埼
玉
に
よ
り
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
創

業
支
援
を
実
施

�
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
よ
り
対
象

地
域（
※
）に
お
け
る
社
会
的
起
業
に
対

し
て
助
成

※
秩
父
市
、
飯
能
市
、
本
庄
市
、
と

き
が
わ
町
、
横
瀬
町
、
皆
野
町
、

小
鹿
野
町
、
東
秩
父
村
、
神
川
町

�
担
当
課

県
産
業
支
援
課

③

県
制
度
融
資

（
融
資
枠
3
�
6
0
0
億
円
）

�「
設
備
投
資
促
進
資
金
」の
対
象
に
地

域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
地
域
経

済
牽
引
事
業
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を

追
加
し
、
よ
り
低
利
で
の
融
資
を
実
施

�
担
当
課

県
金
融
課

④
「
酒
」
に
着
目
し
た
産
業
・
観
光

振
興

（
2
1
�
1
3
5
）

�
秩
父
地
域
の
酒
類
に
着
目
し
た
新
製

品
の
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど
を
支
援

�
杜
氏
体
験
や
酒
蔵
巡
り
な
ど
と
宿
泊

を
セ
ッ
ト
に
し
た
ツ
ア
ー
を
造
成
・
販

売
す
る
な
ど
、
酒
に
関
連
す
る
県
内
産

業
や
観
光
を
振
興

�
担
当
課

県
産
業
支
援
課
、
県
観
光

課
⑤

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の

促
進

（
1
0
1
�
1
7
0
）

�
新
た
に
環
境
対
応
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ

の
転
換
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
技
術

支
援
を
実
施

�
環
境
対
応
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成
形
加

工
技
術
や
新
製
品
開
発
に
取
り
組
む
中

小
企
業
に
対
し
て
助
成

�
担
当
課

県
産
業
支
援
課

⑥

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

（
1
2
1
�
3
4
5
）

�
新
た
に
「
ジ
ェ
ト
ロ
埼
玉
」
を
さ
い

た
ま
市
内
に
設
置
し
、
世
界
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
支

援�
上
海
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
に
設
置
す

る
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
や
香
港
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
配
置
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
県
内
企
業
の
販
路
拡

大
な
ど
を
支
援

�
担
当
課

県
企
業
立
地
課

3

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成

（
5
7
�
6
3
6
）

�
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
商
店
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
危
機
感
が
強
く
意
欲
の
高
い
商

店
街
に
対
し
て
外
部
の
専
門
家
を
派
遣

し
、
空
き
店
舗
対
策
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
実
施

�
担
当
課

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業

支
援
課

4

観
光
の
振
興

①

外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
人
誘
致

へ
の
取
組
強
化
（
8
6
�
2
2
9
）

�
台
湾
、
タ
イ
、
香
港
に
お
い
て
、
現

地
旅
行
会
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
旅
行

商
品
の
販
売
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

県
内
観
光
情
報
を
発
信

�
新
た
に
外
国
人
旅
行
者
が
何
度
も
埼

玉
県
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
体
験
型

旅
行
商
品
を
開
発
し
、
海
外
旅
行
サ
イ

ト
な
ど
で
販
売

�
担
当
課

県
観
光
課

②

全
県
が
一
体
と
な
っ
た
広
域
観
光

の
推
進

（
7
3
�
9
6
3
）

�
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
（
埼
玉
県
物
産

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

平
成
31
年
度
産
業
労
働
部

主
要
施
策

県一般会計予算 うち産業労働部
平成31年度 1，888，460，000千円 24，417，450千円

コバトン
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労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
内
中
小
企
業
若
手
社
員

（
入
社
2
〜
3
年
目
）合
同

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

子
育
て
・
介
護
・
病
気
治
療

と
仕
事
の
両
立
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

観
光
協
会
）
に
市
町
村
及
び
市
町
村
観

光
協
会
が
参
画
す
る
連
合
会
組
織
を
創

設�
観
光
情
報
を
集
約
し
、
広
域
的
な
視

点
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

�
同
法
人
が
造
成
す
る
旅
行
商
品
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
予
約
・
販
売
で
き
る
サ
イ
ト

を
構
築

�
担
当
課

県
観
光
課

5

就
業
支
援
と
雇
用
環
境
の
改
善

（
2
9
1
�
1
9
4
）

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ

テ
ラ
イ
ト
で
若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅

広
い
人
材
の
就
職
を
支
援

�
企
業
人
材
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
さ
い

た
ま
市
、
川
越
市
）
に
よ
り
企
業
の
人

材
確
保
を
支
援

�
新
た
に
就
職
氷
河
期
世
代
の
若
者
の

正
規
雇
用
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
や
企

業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施

�
担
当
課

県
雇
用
労
働
課

6
「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
推
進
（
3
2
3
�
9
7
9
）

�
シ
ニ
ア
応
援
カ
ー
ド
の
配
付
や
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
案
内
士
の
養
成
に
よ
り
現
役

世
代
か
ら
の
意
識
啓
発
を
実
施

�
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣
言
企
業
の
認
定

や
生
涯
現
役
実
践
助
成
金
に
よ
り
企
業

の
取
組
を
支
援

�
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ

り
シ
ニ
ア
向
け
の
就
職
支
援
を
実
施

�
担
当
課

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

7

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進

①

女
性
活
躍
の
た
め
の
働
き
方
改
革

の
推
進

（
1
3
3
�
2
5
9
）

�
企
業
に
講
師
を
派
遣
し
、
男
性
社
員

向
け
に
働
き
方
見
直
し
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
関
す
る
研
修

を
実
施

�
経
営
者
や
人
事
担
当
者
を
対
象
に
働

き
方
の
見
直
し
に
先
進
的
な
企
業
の
視

察
研
修
を
実
施

�
働
き
方
改
革
に
関
す
る
企
業
向
け
相

談
会
を
開
催

�
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
の
認
定
に

よ
り
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
支
援

�
企
業
内
保
育
所
設
置
の
促
進

②

女
性
の
活
躍
の
場
の
拡
大

（
2
3
�
1
5
8
）

�
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
意

欲
を
醸
成
す
る
た
め
、
県
内
で
活
躍
す

る
女
性
に
よ
る
講
演
・
交
流
会
を
開
催

�
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
女
性
管
理

職
等
向
け
の
研
修
会
を
開
催

�
女
性
就
業
者
が
少
な
い
業
界
団
体
と

連
携
し
、会
員
企
業
へ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
派
遣
な
ど
採
用
・
定
着
支
援
を
実
施

③

女
性
の
就
業
や
起
業
へ
の
支
援

（
2
3
3
�
6
6
6
）

�
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
女
性
の

就
業
支
援
を
実
施

�
担
当
課

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

8

障
害
者
の
就
労
支
援

（
1
9
1
�
3
5
0
）

�
障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
よ
り
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇

用
と
離
職
防
止
の
取
組
を
支
援

�
担
当
課

県
雇
用
労
働
課

�
各
取
組
の
問
い
合
わ
せ
先

県
各
担
当
課

0
4
8
―
8
2
4
―
2
1
1
1

（
代
表
）

県
で
は
、
労
働
法
や
労
働
関
係
の
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
県

内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
働
く
ル
ー
ル
を
知
っ
て
お
こ

う
！
労
働
条
件
の
基
礎
知
識
」
と
題
し

た
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
中
で
す
。

�
日
時

5
月
23
日
㈭

18
時
00
分
〜

19
時
30
分

�
場
所

狭
山
市
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ス
ペ
ー
ス

�
内
容

・
労
働
条
件
（
賃
金
、
労
働
時
間
、
休

日
・
休
暇
）
の
ル
ー
ル

・
労
働
条
件
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対
応

法
※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp
/a0809/rodo/rodosem

inar/
�
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

県
で
は
、
現
在
の
新
入
社
員
合
同
研

修
会
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は
新
た
に

入
社
2
〜
3
年
目
の
若
手
社
員
を
対
象

と
し
た
合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

本
研
修
会
は
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を

確
立
さ
せ
、
企
業
の
こ
れ
か
ら
を
担
う

若
手
社
員
の
育
成
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。若

手
社
員
の
教
育
・
研
修
を
お
考
え

の
方
や
、
異
業
種
交
流
に
御
興
味
の
あ

る
事
業
者
の
方
な
ど
、
是
非
御
活
用
く

だ
さ
い
。

【
合
同
研
修
会
の
概
要
】

①
日
時

9
月
（
各
会
場
1
日
）

②
会
場

県
内
6
地
域
（
秩
父
、
熊
谷
、

春
日
部
、川
越
、さ
い
た
ま
、川
口
）

③
定
員
（
申
込
み
順
）
3
0
0
名

④
参
加
費

無
料

⑤
内
容

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上

・
課
題
解
決

・
業
務
改
善

等
（
予
定
）

※
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
県
Ｈ
Ｐ
を

御
参
照
く
だ
さ
い
。

https://www.pref.saitam
a.lg.jp

/a0809/rodo/h31wakateshainke
nshuu.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼
玉
県
で
は
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
県
内
の
企
業
で
働
く
社
員
の

皆
様
が
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
悩
ん
だ

時
、
離
職
せ
ず
に
仕
事
を
継
続
し
て
い

く
た
め
の
支
援
を
す
る
企
業
の
取
組
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
つ
相

談
員
が
埼
玉
県
内
の
企
業
に
出
向
き
、

職
場
環
境
を
整
備
す
る
上
で
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
社
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、「
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、
電
話
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
御
相
談
を
受
け
付
け
、

法
令
上
の
支
援
制
度
や
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
窓
口
な
ど
、
様
々
な
御
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

介
護
や
子
育
て
、
病
気
治
療
な
ど
と

仕
事
の
両
立
に
悩
む
社
員
を
抱
え
る
企

業
の
人
事
担
当
の
方
は
、
是
非
御
利
用

く
だ
さ
い
。

【
両
立
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
】

�
対
象

子
育
て
、
介
護
、
病
気
治
療

と
仕
事
の
両
立
を
目
指
す
埼
玉
県
内

企
業
及
び
そ
の
社
員

�
費
用

無
料

�
派
遣
日
時

毎
週
火
曜
日

10
�
00

〜
16
�
00
（
※
曜
日
・
時
間
は
応
相

談
）

【
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
相
談
窓
口
】

�
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
4
8
―
8
3
0

―
4
5
1
5

�
受
付
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

9
�
00
〜
16
�
30

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
24
時
間
、
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、

詳
細
は
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

https://www.pref.saitam
a.lg.jp

/a0809/rodo/seikatsu-ryourits
u/index.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）
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告

知

版

労
基
法
上
の
労
働
時
間
の
把
握

今
回
の
働
き
方
改
革
関
連
法
の
改
正
に
よ
り

使
用
者
に
、
労
働
者
に
対
す
る
三
つ
の
労
働
時

間
の
法
律
上
の
把
握
義
務
が
生
じ
た
。
そ
の
趣

旨
・
目
的
等
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

誤
解
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
は
、
労
基
法
上
の
労
働
時
間
で
あ
り
、

そ
れ
は
、「
労
働
時
間
の
適
正
把
握
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
平
二
九
・
一
・
二
〇

基
発
第
〇
一

二
〇
第
三
号
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
労
働
時
間
を
適
正
に
把
握
す

る
た
め
、
労
働
者
の
労
働

日
ご
と
の
始
業
・
終
業
時

刻
を
確
認
し
、
こ
れ
を
記

録
す
る
こ
と
」
と
し
、「
原

則
的
な
方
法
」
と
し
て
は
、

「
①
使
用
者
自
ら
現
認
す

る
こ
と
に
よ
り
確
認
し
、

記
録
す
る
。
②
タ
イ
ム
カ

ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
使
用

記
録
な
ど
の
客
観
的
な
記
録
を
基
礎
と
し
て
確

認
し
、
適
正
に
記
録
す
る
。
③
自
己
申
告
制
に

よ
り
一
定
の
要
件
の
下
に
適
正
に
自
己
申
告
を

行
な
い
確
認
し
、
記
録
す
る
。」
と
さ
れ
て
い

る
。こ

こ
で
い
う
②
の
「
客
観
的
記
録
」
に
つ
い

て
留
意
す
べ
き
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
客
観

的
記
録
を
「
基
礎
」
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
客
観
的
な
記
録
そ
の
も
の
が
直
ち
に
、

始
業
や
終
業
時
刻
と
な
り
、
労
働
時
間
が
算
定

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
労
基
法
上
の

労
働
時
間
と
は
、
あ
く
ま
で
も
、
実
態
に
応
じ

て
「
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て
い
る

時
間
と
評
価
」で
き
る
時
間
か
否
か
に
よ
る（
平

一
二
・
三
・
九
最
高
裁
一
小
判
決
）

改
正
安
衛
法
に
よ
る
面
接
指
導
対
象
時
間
の
把

握
第
二
は
、
改
正
安
衛
法
に
定
め
る
医
師
面
接

の
対
象
と
な
る
時
間
の
把
握
で
あ
る
。
同
法
第

六
六
条
の
八
の
三
は
「
事
業
者
は
面
接
指
導
を

実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
、
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
を
把

握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
た
。

こ
こ
で
い
う
把
握
す
べ
き
「
労
働
時
間
の
状

況
」
と
は
、「
労
働
者
が
い
か
な
る
時
間
帯
に

ど
の
程
度
の
時
間
、
労
務
を
提
供
し
得
る
状
態

に
あ
っ
た
か
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
平

三
〇
・
一
二
・二
八
基
発
一
二
二
八
第
一
六
号
）

と
さ
れ
て
お
り
、
割
増
賃
金
の
対
象
と
な
る
労

基
法
上
の
厳
密
な
労
働
時
間
と
異
な
り
、
ど
の

程
度
の
労
働
時
間
の
状
態
で
あ
っ
た
か
の
把
握

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
タ
イ

ム
カ
ー
ド
に
よ
る
記
録
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
等
の
電
子
計
算
機
の
使
用
時
間
の
記
録

等
の
客
観
的
な
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
と

す
る
。」
と
さ
れ
、
労
基
法
上
の
前
記
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
自
己
申
告
の
場
合
の
取
扱
い
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

「
高
プ
ロ
」
導
入
要
件
の
「
健
康
管
理
時
間
」

の
把
握

第
三
は
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

に
お
け
る
導
入
要
件
と
し
て
の
決
議
事
項
に
定

め
る
健
康
管
理
時
間
の
把
握
で
あ
る
。「
対
象

業
務
に
従
事
す
る
対
象
労
働
者
の
健
康
管
理
を

行
う
た
め
に
当
該
対
象
労
働
者
が
事
業
場
内
に

い
た
時
間
と
事
業
場
外
に
お
い
て
労
働
し
た
時

間
と
の
合
計
の
時
間
」（
改
正
労
基
法
第
四
一

条
の
二
第
一
項
第
三
号
）
を
把
握
す
る
こ
と
が

要
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
高
プ
ロ
」
対
象
者

に
つ
い
て
は
労
働
時
間
関
係
の
適
用
が
な
い
た

め
「
健
康
管
理
時
間
」
の
把
握
な
の
で
あ
る
。

把
握
す
る
方
法
は
、
客
観
的
な
方
法
に
よ
り
、

「
事
業
場
外
に
お
い
て
労
働
し
た
場
合
で
あ
っ

て
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
自
己

申
告
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
さ
れ
て
い

る
。

四
月
二
日
〜
五
月
一
〇
日

◆
四・二

新
入
社
員
研
修（
ソ
ニッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
七

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
二
二

平
成
三
一
年
度
埼
玉
県
産
業

労
働
部
主
要
施
策
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
五
・
一
〇

二
〇
一
九
年
度
定
時
総
会（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

五
月
一
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時
間

外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律
実
務

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
同
右
第
二
講

日
時

五
月
二
九
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律
実

務
、
懲
戒
処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
三
講

日
時

六
月
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の
法
律

実
務
、
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

講
師

弁
護
士

外
井
浩
志
氏

★
労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

日
時

六
月
一
〇
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労
働
者
、

派
遣
労
働
者
の
管
理
と
法
律
実
務
、

就
業
規
則

講
師

弁
護
士

伊
藤
和
樹
氏

★
第
八
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会

日
時

六
月
一
四
日
㈮
八
時
三
五
分
ス
タ
ー

ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
豊
岡
コ
ー

ス

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

川
口
解
体
工
業
㈱

代
表
取
締
役

川
口

猛
志

川
口
市
江
戸
袋
一
―
八
―
五

電
話
〇
四
八
―
二
八
八
―
七
三
五
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
三
〇
名

解
体
工
事
業

税
理
士
法
人
小
島
会
計

代
表
社
員

小
島

泰
一

川
口
市
上
青
木
西
四
―
二
二
―
一
六

電
話
〇
四
八
―
二
六
一
―
四
八
〇
三

（
資
）
一
千
八
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

税
理
法
に
規
定
さ
れ
る
業
務

㈲
太
盛

代
表
取
締
役

齋
藤

實

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
櫛
引
町
一
―
三
八
一

電
話
〇
四
八
―
六
六
三
―
〇
四
六
一

（
資
）
四
百
万
円

（
従
）
一
二
七
名

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

大
和
証
券
㈱

大
宮
支
店

支
店
長

藤
澤

正
博

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
1
―
89

電
話
〇
四
八
―
六
四
二
―
三
八
八
一

（
資
）
一
千
億
円

（
従
）
七
八
名

証
券
業

㈱
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル

代
表
取
締
役

新
井

宏
明

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
門
前
三
八
八
―
三

1
0
2

電
話
〇
四
八
―
六
八
三
―
〇
六
九
五

（
資
）
九
千
五
百
万
円

（
従
）
二
名

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業

㈱
長
谷
川
製
作
所

代
表
取
締
役

長
谷
川

義
貢

草
加
市
谷
塚
仲
町
四
六
六
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
二
一
―
一
五
五
一

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
五
三
名

神
社
仏
閣
授
与
品
奉
製
販
売

富
士
通
㈱

関
東
支
社

支
社
長

恒
成

和
広

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
11
―
20

大
宮
Ｊ
Ｐ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電
話
〇
四
八
―
六
四
八
―
四
六
七
二

（
資
）
三
千
二
百
四
十
六
億
円

（
従
）
六
四
名

通
信
・
情
報
処
理
機
器
・
電
子
デ
バ
イ
ス

の
製
造
お
よ
び
販
売

㈱
ホ
ー
ト
ー

代
表
取
締
役

栃
原

景
春

川
越
市
下
赤
坂
一
八
〇
〇
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
四
五
―
九
一
六
一

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
四
八
名

建
設
業
（
管
工
事
・
土
木
・
電
気
他
）、

産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
業

和
光
建
設
㈱

代
表
取
締
役
社
長

岩
浪

郁
雄

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
―
一
二
―

一
一

電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
四
三
六
二

（
資
）
九
千
二
百
五
十
万
円

（
従
）
五
五
名

土
木
建
築
の
請
負

〈
代
表
者
変
更
〉

Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
㈱

代
表
取
締
役
社
長

藤
倉

広
幸
（
旧

小
泉

公
彦
）

Ａ
Ｇ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
㈱

代
表
取
締
役
社
長

小
原

孝
幸
（
旧

髙
田

和
郎
）

東
京
通
商
㈱

代
表
取
締
役

加
藤

慎
也
（
旧

来
間

芳
子
）

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
埼
玉
㈱

代
表
取
締
役
社
長

塩
川

和
典
（
旧

加
藤

俊
治
）

㈱
フ
ジ
タ

関
東
支
店

上
席
執
行
役
員

三
浦

隆
一
（
旧

常
務
執
行
役
員

鈴

木

康
夫
）

リ
ズ
ム
時
計
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

平
田

博
美
（
旧

樋
口

孝
二
）

〈
住
所
変
更
〉

大
栄
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
㈱

中
央
区
日
本
橋
本
石
町
三
―
二
―
四

共

同
ビ
ル
8
Ｆ

（
旧

中
央
区
日
本
橋
室
町
一
―
一
―
八
）

〈
訂
正
〉

2
・
3
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
下
妻
液
化

ガ
ス
㈱
様
の
従
業
員
数
を
誤
っ
て
掲
載
し
て

お
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訂
正
前
（
従
）
一
〇
名

訂
正
後
（
従
）
九
〇
名
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埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
一
〇
号

2
0
1
9
年
5
月
7
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

廣
澤
健
一

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

事
業
だ
よ
り

会
員
の
動
き

労
基
法
と
安
衛
法
の
三
つ

の
労
働
時
間
把
握
義
務

弁
護
士

安
西

�
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